
論

説

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
「
公
共
心
」
の
再
定
義
と
「
祖
国
愛
」

―
―
社
会
契
約
論
へ
の
対
案
―
―

山

本

陽

一

要

旨

社
会
契
約
論
を
採
ら
な
い
ス
ミ
ス
か
ら
み
れ
ば
、
国
家
の
存
在
は
、
個
人
の
意
思
に
還
元
さ
れ
な
い
。「
祖
国
」
や
「
国
民
」
は
、
個

人
を
越
え
た
集
合
的
自
己
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
、
当
初
、
そ
ん
な
自
己
と
の
一
体
化
に
よ
っ
て
「
公
共
心
」「
愛
国
心
」
を
正
当
化
し
た
。

そ
こ
に
は
、「
国
民
」
あ
る
い
は
そ
の
「
多
数
者
」
の
集
合
的
利
益
を
公
正
に
検
証
す
る
視
点
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ス
ミ
ス
は
、
の

ち
に
『
感
情
論
』
第
6
版
で
「
公
共
心
」
を
再
定
義
し
て
「
祖
国
愛
」
に
組
み
入
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
祖
国
愛
は
、
公
平
な
観
察
者
を

基
礎
に
も
ち
、
偏
頗
な
報
国
心
か
ら
区
別
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
ス
ミ
ス
の
い
う
祖
国
愛
は
、
社
会
契
約
論
の
代
替
原
理
（
権
威
の
原
理

と
功
利
の
原
理
）
と
相
関
性
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
特
定
の
「
国
制
」
を
支
持
す
る
。
そ
れ
は
、
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
の
「
混
合
国
制
」
で

あ
り
、
権
利
を
保
障
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
「
国
制
」
は
「
憲
法
」
と
い
っ
て
よ
い
。
で
は
、
権
利
の
保
障
は
国
家
の
枠
を
超
え
て
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全
人
類
に
及
ぶ
か
。
祖
国
愛
を
越
え
て
広
が
る
博
愛
が
あ
れ
ば
そ
れ
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
ス
ミ
ス
の
解
答
は
、
博
愛
の
意
味
を
限
定

し
、
消
極
的
正
義
に
つ
い
て
の
み
そ
の
可
能
性
を
認
め
る
控
え
め
な
も
の
で
あ
っ
た
。

目

次

一

は
じ
め
に

二

公
共
心
と
集
合
的
自
己

⑴
「
国
民
」
へ
の
共
感

⑵

エ
ピ
ク
テ
ト
ゥ
ス
の
「
共
同
体
論
」

三

公
共
心
の
再
定
義
と
祖
国
愛

四

社
会
契
約
論
の
代
替
原
理

⑴
「
祖
国
」
の
措
定

⑵

祖
国
愛
と
の
比
較

五

伝
統
的
国
制
の
内
実

⑴
「
混
合
国
制
」
の
三
タ
イ
プ

⑵

ス
ミ
ス
の
「
憲
法
論
」

⑶

プ
ラ
イ
ス
と
の
比
較

六

お
わ
り
に
―
―
博
愛
主
義
へ
の
応
答

二
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一

は
じ
め
に

『
道
徳
感
情
論
』（
6
版
）
第
6
部
は
、
経
済
生
活
に
お
け
る
「
慎
慮
」、
家
庭
生
活
に
お
け
る
「
家
庭
愛
」
と
と
も
に
、
政
治
生
活
に

お
け
る
「
祖
国
愛
」
を
論
じ
た
が
、
い
ず
れ
も
近
代
社
会
で
普
通
に
生
活
す
る
一
般
市
民
の
徳
で
あ
る
。「
祖
国
愛
」
に
つ
い
て
ス
ミ
ス

の
記
述
は
、
一
般
的
・
抽
象
的
で
、
議
論
の
背
景
を
特
定
す
る
の
が
む
ず
か
し
く
、
解
釈
の
余
地
は
広
い
（
1
）。
一
八
世
紀
の
愛
国
心
は
、「
憲

法
上
の
自
由
」
と
「
一
般
的
な
公
共
善
」
を
主
張
し
た
と
い
わ
れ
る
が
（
2
）、
ス
ミ
ス
の
場
合
も
概
ね
そ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
（
3
）。
本

稿
は
、
ス
ミ
ス
に
よ
る
「
公
共
心
」
の
再
定
義
、
社
会
契
約
論
批
判
、「
混
合
国
制
」
論
に
着
目
す
る
。
第
一
の
論
点
以
外
は
、
ス
ミ
ス

の
祖
国
愛
と
の
関
連
で
は
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
は
、「
国
家
は
わ
た
し
た
ち
に
自
然
に
慕
わ
し
く
感
じ
ら
れ
る
」（V

I.ii.2.2.

（
下
）
一
三
〇
�

一
）
と
い
い
（
4
）、「
祖
国
愛
」
を
「
恵

み
深
さ
（
慈
恵
）」
の
徳
に
分
類
す
る
。
そ
れ
が
意
味
す
る
の
は
、
祖
国
愛
は
他
者
か
ら
強
制
さ
れ
ず
、
そ
の
点
で
「
正
義
」
と
は
異
な

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
恵
み
深
さ
は
、
建
築
物
﹇＝
社
会
﹈
を
装
飾
す
る
飾
り
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
支
え
る
土
台
で
な
く
、
…
こ
れ

と
は
反
対
に
、
正
義
は
、
建
物
全
体
を
支
持
す
る
大
黒
柱
で
す
。」（II.ii.3.4.

（
下
）
二
二
四
）（﹇
﹈
は
引
用
者
）。
そ
れ
ゆ
え
、
論
理
的

に
は
、
祖
国
愛
が
な
く
て
も
社
会
は
存
在
す
る
（
5
）。
し
か
し
、
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
あ
る
時
点
か
ら
政
府
が
人
身
と
財
産
の
保
護
に
公
金
を

使
い
始
め
た
（『
国
富
論
』（
三
）
三
七
二
、
三
八
七
。V

.i.a.42
:
707
;
V
.i.b.17

:
718

）
（
6
）。
そ
ん
な
統
治
関
係
に
愛
着
を
も
た
せ
、
こ
れ

を
維
持
す
る
徳
が
祖
国
愛
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
と
同
じ
く
、
ケ
イ
ム
ズ
も
愛
国
心
（patriotism

）
は
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
る
と
理
解
し
た
（
7
）。
そ
れ
は
、
牧
畜
社
会
に
は
存
在

せ
ず
、「
規
律
あ
る
政
府
、
農
業
、
商
業
、
共
通
の
利
益
に
よ
っ
て
緊
密
に
結
合
さ
れ
た
人
び
と
の
あ
い
だ
に
強
く
湧
き
上
が
る
親
し
み
」

アダム・スミスの「公共心」の再定義と「祖国愛」（山本）
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で
あ
る
（
8
）。
ケ
イ
ム
ズ
の
場
合
、
愛
国
心
は
、
奢
侈
に
よ
る
道
徳
的
腐
敗
を
解
毒
し
、「
市
民
的
自
由
の
偉
大
な
と
り
で
」と
も
い
わ
れ
る
（
9
）。

ケ
イ
ム
ズ
の
「
愛
国
心
」
は
、
尚
武
に
よ
っ
て
禁
欲
を
保
ち
、
利
己
主
義
を
抑
制
す
る
（
10
）。

で
は
、
ス
ミ
ス
の
「
祖
国
愛
」
も
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
（
11
）。
そ
れ
は
、
利
己
主
義
を
克
服
し
た
公
平
性
を
そ
な
え
る
徳
で
あ
る
と

い
う
評
価
が
あ
る
（
12
）。
ま
た
、
ス
ミ
ス
に
お
け
る
「
公
共
精
神
」（
公
共
心
）
は
、
そ
の
よ
う
な
腐
敗
の
「
解
毒
剤
」
だ
と
い
う
見
方
も
あ

る
（
13
）。
し
か
し
他
方
で
、
ス
ミ
ス
の
祖
国
愛
は
、
倫
理
学
的
観
点
か
ら
は
別
段
重
要
で
な
い
と
い
う
見
解
、
自
国
中
心
的
で
公
平
性
を
欠
き
、

一
面
的
だ
と
い
う
見
方
が
あ
る
（
14
）。
さ
ら
に
、
ス
ミ
ス
の
「
祖
国
愛
」
と
「
公
共
心
」
を
同
族
と
み
る
か
否
か
に
つ
い
て
意
見
が
分
か
れ
る
（
15
）。

し
か
も
、
公
共
心
の
説
明
は
、『
感
情
論
』
の
初
版
と
第
6
版
で
ち
が
っ
て
い
る
。
こ
の
ち
が
い
は
、
第
6
版
の
テ
ク
ス
ト
解
釈
と
の
関

連
で
、
初
版
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
第
4
部
と
、
第
6
版
で
新
設
さ
れ
た
第
6
部
と
の
整
合
性
の
問
題
を
提
起
す
る
（
16
）。

以
上
の
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
に
お
け
る
祖
国
愛
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
公
共
心
の
「
再
定
義
」
の
問
題
と
も
絡
ん
で
定
説
は
な
い
が
、
古

代
ス
ト
ア
哲
学
のoikeiôsis

の
概
念
に
よ
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
解
釈
が
有
力
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
己
を
原
点
と
し
て
同
心
円
状
に

広
が
る
親
密
さ
を
示
す
概
念
で
あ
り
、
利
己
心
、
家
族
愛
、
祖
国
愛
、
人
類
愛
の
段
階
に
応
じ
て
理
性
的
存
在
に
な
っ
て
い
く
道
徳
的
発

達
を
説
明
す
る
（
17
）。
こ
の
古
代
の
概
念
は
、
人
間
の
理
性
を
重
ん
じ
る
倫
理
学
の
問
題
と
し
て
祖
国
愛
を
と
ら
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
祖

国
愛
が
特
定
の
歴
史
的
段
階
で
成
立
す
る
相
対
的
な
徳
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
な
い
。

祖
国
愛
が
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
、
普
及
す
る
と
い
う
論�

理�

自�

体�

は
、『
感
情
論
』
第
5
部
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
祖
国
愛
は
第
5
部
の

直
接
的
な
テ
ー
マ
で
は
な
い
が
、
徳
あ
る
い
は
「
国
民
の
気
風
」
の
相
対
性
が
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
18
）。
そ
の
論
理
を
援
用
す
れ
ば
、

祖
国
愛
は
、
社
会
集
団
（
国
家
も
そ
の
ひ
と
つ
）
に
対
す
る
愛
の
「
一
般
的
な
類
型
」（the

generalstyle

）
と
し
て
、
慣
習
原
理
に
よ

り
形
成
さ
れ
、
普
及
す
る
と
理
解
さ
れ
る
（
19
）。
か
く
て
ス
ミ
ス
は
、
祖
国
愛
の
要
素
の
ひ
と
つ
と
し
て
伝
統
的
国
制
へ
の
尊
重
を
あ
げ
る
。

し
か
し
、
ス
ミ
ス
の
祖
国
愛
に
は
も
う
ひ
と
つ
の
要
素
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
公
共
心
」（
公
共
精
神
）
で
あ
り
、
狭
義

四
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の
倫
理
学
と
の
か
か
わ
り
を
生
ず
る
。
公
共
心
は
、
自
由
や
厚
生
を
主
張
す
る
一
八
世
紀
の
愛
国
者
が
も
つ
と
さ
れ
て
い
た
徳
で
あ
り
（
20
）、

ス
ミ
ス
の
扱
い
も
同
様
で
あ
る
。「
公
共
心
」
は
、『
感
情
論
』
の
中
で
ふ
た
つ
の
異
な
る
捉
え
方
を
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
同
初
版

に
由
来
す
る
第
4
部
の
英
雄
的
な
自
己
犠
牲
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
う
し
た
犠
牲
の
基
礎
に
「
情
け
深
い
愛
情
」（the

love
of

hum
anity

）
を
置
く
も
の
で
、
同
6
版
第
6
部
で
追
加
さ
れ
た
。
こ
の
公
共
心
の
「
再
定
義
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題

に
関
連
し
て
、
商
業
主
義
の
腐
敗
に
対
す
る
「
解
毒
剤
」
と
い
う
見
方
が
出
て
く
る
（
21
）。
こ
れ
は
、
先
の
ケ
イ
ム
ズ
の
所
見
に
ス
ミ
ス
を
引

き
つ
け
て
理
解
す
る
も
の
と
い
え
る
。
田
中
教
授
に
よ
る
と
、
公
共
心
の
再
定
義
は
、「
商
業
文
明
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
決
す
る
た
め
の
新

た
な
公
共
概
念
」
の
確
立
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
（
22
）。

で
は
、
こ
の
「
新
た
な
公
共
概
念
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
従
来
、
そ
れ
は
、
立
法
者
ま
た
は
政
治
家
の
徳
と
関
係
づ
け
ら
れ
て

き
た
（
23
）。
し
か
し
、
公
共
心
の
担
い
手
を
一
部
の
支
配
的
階
層
に
限
定
す
る
理
由
は
な
く
、
む
し
ろ
、
第
6
版
で
は
一
般
市
民
に
拡
張
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
4
部
の
公
共
心
は
、
男�

性�

的�

な�

尚
武
の
精
神
で
あ
り
、
第
6
部
の
公
共
心
は
、
女�

性�

的�

な�

繊
細
優
美
な
愛

情
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
公
共
心
の
担
い
手
を
一
握
り
の
英
雄
か
ら
一
般
市
民
に
拡
張
す
る
議
論
で
あ
っ
て
、
新
た
な

公
共
性
を
指
向
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
公
共
心
の
再
定
義
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
指
摘
と
も
符
合
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
八

世
紀
末
に
お
い
て
、「
公
共
心
」
の
語
義
は
、「
個
々
人
の
主
観
の
崇
高
で
犠
牲
心
に
み
ち
た
心
情
」
か
ら
、「
公
共
の
事
情
」
に
関
し
て

公
共
的
な
討
議
か
ら
う
ま
れ
る
市
民
の
「
一
般
的
意
見
」
に
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
（
24
）。
本
稿
は
、
同
様
な
変
化
が
ス
ミ
ス
の
思
想
の
な
か
で

多
少
と
も
生
じ
て
い
た
と
理
解
す
る
。
一
方
、
ス
ミ
ス
解
釈
の
通
説
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
一
般
的
意
見
」
を
操
作
し
よ
う
と
す
る

商
人
た
ち
に
対
抗
す
る
に
は
「
政
治
家
の
英
知
」
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
「
新
た
な
公
共
概
念
」
と
さ
れ
る
（
25
）。
本
稿
は
、
政
治
家

や
立
法
者
の
ま
え
に
、「
祖
国
愛
」
に
支
持
さ
れ
る
「
混
合
国
制
」
の
憲
法
的
知
恵
が
あ
っ
た
と
理
解
す
る
。

本
稿
の
議
論
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
祖
国
愛
の
概
念
は
、『
感
情
論
』
第
4
部
2
章
の
「
男
性
の
徳
」
に
分
類
さ
れ
る
「
公
共

アダム・スミスの「公共心」の再定義と「祖国愛」（山本）
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心
」
に
祖
型
を
も
つ
。
公
共
心
は
、
第
4
部
で
は
「
国
民
」
の
共
感
に
よ
っ
て
適
切
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
エ
ピ
ク
テ
ト
ゥ
ス

の
「
共
同
体
論
」
が
あ
っ
た
（
本
稿
二
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
6
部
で
は
、
公
共
心
は
、「
公
平
な
観
察
者
」
の
共
感
に
よ
っ
て
適
切
で

あ
る
と
さ
れ
、
伝
統
的
国
制
へ
の
尊
重
と
並
ん
で
、
祖
国
愛
の
要
素
に
組
み
込
ま
れ
た
（
本
稿
三
）。
そ
の
よ
う
な
祖
国
愛
の
概
念
構
成

は
、『
法
学
講
義
』
で
示
さ
れ
た
社
会
契
約
論
の
代
替
原
理
で
あ
る
「
権
威
の
原
理
」
お
よ
び
「
効
用
の
原
理
」
と
相
関
性
が
あ
る
（
本

稿
四
）。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
二
原
理
と
祖
国
愛
は
、
ち
が
う
タ
イ
プ
の
「
混
合
国
制
」
を
支
持
す
る
（
本
稿
五
）。
最
後
に
、
博
愛
主
義

に
対
す
る
ス
ミ
ス
の
応
答
を
み
る
（
本
稿
六
）。

二

公
共
心
と
集
合
的
自
己

ス
ミ
ス
は
、『
道
徳
感
情
論
』（
6
版
）
第
4
部
2
章
の
「
他
人
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
益
な
資
質
」
と
し
て
公
共
心
を
扱
い
、
同
第
6

部
の
「
他
者
の
幸
福
に
影
響
し
う
る
と
い
う
点
か
ら
見
た
個
人
の
人
柄
」
と
し
て
公
共
心
と
祖
国
愛
を
扱
う
。
第
4
部
は
初
版
か
ら
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
ず
、
一
方
、
第
6
部
は
第
6
版
で
新
設
さ
れ
、
両
者
の
時
間
的
隔
た
り
は
約
三
〇
年
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
ふ
た
つ

の
部
分
で
「
公
共
心
」
の
捉
え
か
た
に
違
い
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
（
26
）。
本
章
で
は
、
初
版
ベ
ー
ス
の
第
4
部
に
お
け
る
公
共
心
の

基
礎
づ
け
を
分
析
し
、
そ
こ
に
エ
ピ
ク
テ
ト
ゥ
ス
の
「
共
同
体
論
」
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
は
、
ス
ミ
ス
の
共
感
理
論
と
あ
い
ま
っ

て
「
公
共
心
」「
愛
国
心
」
を
正
当
化
し
て
い
た
が
、
第
6
版
で
支
持
が
撤
回
さ
れ
た
。

六
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⑴
「
国
民
」
へ
の
共
感

『
感
情
論
』
第
4
部
2
章
で
は
、「
男
性
の
徳
」
の
「
高
潔
無
私
」（generosity

）
と
「
女
性
の
徳
」
の
「
情
け
深
さ
」（hum

anity

）
が

対
比
さ
れ
、「
公
共
心
」
は
前
者
に
分
類
さ
れ
る
。「
高
潔
無
私
」
は
、
当
事
者
の
自
己
犠
牲
に
よ
せ
る
他
人
の
共
感
に
よ
っ
て
適
切
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
そ
の
自
己
犠
牲
に
は
、
ほ
か
の
個�

人�

に
捧
げ
ら
れ
る
場
合
と
、
社�

会�

集�

団�

に
捧
げ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、
後
者
に
お
け
る

徳
が
と
く
に
「
公
共
心
」
と
呼
ば
れ
る
。
も
っ
と
も
、
第
4
部
2
章
は
、
こ
の
二
種
類
の
事
例
を
用
い
て
い
る
が
、
第
6
部
セ
ク
シ
ョ
ン

Ⅱ
に
み
ら
れ
る
個
人
／
社
会
集
団
の
区
別
を
明
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

自
己
犠
牲
が
ほ
か
の
「
個
人
」
に
捧
げ
ら
れ
る
場
合
と
、
社
会
集
団
の
「
国
家
」
に
捧
げ
ら
れ
る
場
合
と
で
は
、
共
感
の
成
立
の
し
か

た
に
ち
が
い
が
あ
る
。
自
己
犠
牲
が
ほ
か
の
個
人
に
捧
げ
ら
れ
る
場
合
、
犠
牲
を
払
う
当
事
者
は
、「
公
平
な
観
察
者
」
の
共
感
を
得
よ

う
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
自
己
犠
牲
が
国
家
に
捧
げ
ら
れ
る
場
合
、
犠
牲
を
払
う
当
事
者
は
、
い
き
な
り
「
国
民
」
や
「
市
民
」
の

共
感
を
得
よ
う
と
す
る
。「
国
民
」
や
「
市
民
」
は
、「
公
平
な
観
察
者
」
で
は
な
い
。

ま
ず
、
自
己
犠
牲
が
ほ
か
の
個
人
に
捧
げ
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

あ
る
公
職
を
重
要
な
目
標
と
し
て
野
心
を
燃
や
し
て
い
た
人
が
、
自
分
よ
り
別
人
の
ほ
う
が
、
献
身
ぶ
り
か
ら
み
て
そ
の
職
に
ふ
さ

わ
し
い
資
格
が
あ
る
と
想
像
し
、
就
任
の
権
利
主
張
を
取
り
さ
げ
る
と
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分
の
生
命
よ
り
も
友
人
の
生
命
を

重
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
人
が
、
命
が
け
で
そ
れ
を
守
る
と
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
人
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
情
け
深
さ
か
ら
行
動
し
て

い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
わ
が
身
に
か
か
わ
る
こ
と
よ
り
相
手
に
か
か
わ
る
こ
と
を
繊
細
優
美
に
感
じ
る
か
ら
そ
う
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
人
た
ち
は
い
ず
れ
も
、
彼
我
の
相
反
す
る
利
益
を
考
え
る
と
き
に
、
そ
れ
が
自
分
の
目
に
自
然
に
映
る
視
点
で
な
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く
、
他
人
の
目
に
映
る
視
点
に
立
っ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
局�

外�

者�

か
ら
み
れ
ば
、
あ
の
人
た
ち
自
身
よ
り
も
そ
の
相
手
方
の
人
物
が

成
功
し
た
り
助
か
っ
た
り
す
る
ほ
う
が
興
味
を
ひ
い
て
当
然
な
の
だ
と
し
て
も
、
あ
の
人
た
ち
自
身
に
と
っ
て
そ
ん
な
は
ず
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
は
、
相
手
方
の
利
益
の
た
め
に
自
分
の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
と
き
、
観�

察�

者�

の
感
情
と
折
り
合
い
、
つ

づ
い
て
、
豪
胆
を
ふ
り
し
ぼ
り
、
お
よ
そ
第�

三�

者�

の
心
に
自
然
に
浮
か
ぶ
に
ち
が
い
な
い
と
彼
ら
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
見
方
に
従

い
行
動
し
ま
す
。（IV

.2.10.

（
下
）
三
九
�

四
〇
）（
傍
点
は
引
用
者
）

こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
、
自
己
の
利
益
と
他
人
の
利
益
を
比
較
す
る
「
局
外
者
」「
第
三
者
」「
観
察
者
」
の
立
場
に
立
と
う
と
す
る
。
自

己
犠
牲
が
ほ
か
の
個
人
に
捧
げ
ら
れ
る
場
合
、
相
反
す
る
利
害
を
も
つ
二
人
の
個
人
が
比
較
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
公
平
な
観
察
者

が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
つ
ぎ
に
見
る
よ
う
に
、
あ
る
個
人
の
利
害
と
、
そ
の
個
人
が
所
属
す
る
国
民
の
利
害
が
比
較
さ
れ
る
場
合
は
事

情
が
異
な
る
。

自
己
犠
牲
が
社
会
集
団
に
捧
げ
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
、
ス
ミ
ス
は
ふ
た
つ
の
例
を
挙
げ
る
が
、
い
ず
れ
も
国
家
に
対
す
る
自
己
犠
牲

の
例
で
あ
り
、「
公
共
心
が
も
っ
と
強
く
発
揮
さ
れ
る
場
合
」（IV

.2.11.

（
下
）
四
一
）
と
い
わ
れ
る
。

若
い
司
令
官
が
命
が
け
で
ど
こ
か
の
小
さ
な
領
地
を
獲
得
し
て
主
権
者
の
領
土
を
広
げ
る
場
合
、
そ
の
理
由
は
、
新
し
い
領
地
の
獲

得
が
、
彼
自
身
に
と
っ
て
、
自
分
の
生
命
を
保
存
す
る
よ
り
望
ま
し
い
目
標
だ
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
に
と
っ
て
は
、
自
分
の

生
命
の
ほ
う
が
、
仕
え
る
国
家
の
た
め
に
王
国
を
ま
る
ご
と
ひ
と
つ
征
服
す
る
よ
り
も
限
り
な
く
大
き
な
価
値
を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
彼
は
、
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
対
象
を
相
互
に
比
較
す
る
と
き
、
そ
れ
が
わ
が
目
に
自
然
に
映
る
視
点
か
ら
で
な
く
、
軍
務
で

仕
え
る
国�

民�

の�

目�

に�

映�

る�

視�

点�

か�

ら�

な�

が�

め�

ま�

す�

。
国
民
に
と
っ
て
、
戦
争
で
勝
つ
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
ち
ま
す
が
、

八
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一
個
人
の
生
命
は
ほ
と
ん
ど
意
義
を
も
ち
ま
せ
ん
。
彼
が
国�

民�

の�

境�

遇�

に�

わ�

が�

身�

を�

お�

く�

と�

き�

、「
も
し
自
分
の
血
を
流
し
て
こ
ん

な
に
価
値
あ
る
目
的
を
推
進
で
き
る
な
ら
、
い
く
ら
血
を
流
す
と
も
惜
し
く
は
な
い
」
と
即
座
に
感
じ
ま
す
。（IV

.2.11.

（
下
）
四

一
�

二
）（
傍
点
は
引
用
者
）

こ
の
ケ
ー
ス
で
「
若
い
司
令
官
」
は
、
自
分
一
個
の
生
命
の
保
存
と
王
国
の
征
服
（
国
民
の
集
合
的
利
益
）
の
較
量
に
お
い
て
、
い
き

な
り
「
国
民
」
の
立
場
に
立
っ
て
判
断
し
て
い
る
。
司
令
官
は
、
国
民
の
集
合
的
利
益
の
内
実
を
検
討
・
評
価
し
な
い
ま
ま
、
自
明
の
こ

と
と
し
て
、「
国
民
」
の
立
場
に
立
ち
、
国
民
の
利
益
に
共
感
す
る
。
そ
の
共
感
は
、「
国
民
の
境
遇
に
わ
が
身
を
お
く
」
こ
と
に
よ
っ
て

成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、「
第
三
者
」
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
、
ス
ミ
ス
は
、「
上
官
の
生
命
を
守
る
た
め

に
み
ず
か
ら
の
生
命
を
な
げ
う
つ
兵
士
」
に
つ
い
て
は
、「
上
官
の
生
命
の
た
め
に
わ
が
命
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
、
公�

平�

な�

局�

外�

者�

の

だ
れ
も
が
い
だ
く
自
然
な
理
解
に
照
ら
せ
ば
、
た
い
へ
ん
適
切
で
心
地
よ
い
行
動
で
あ
る
」（IV

.2.10.

（
下
）
四
〇
�

一
）（
傍
点
は
引
用
者
）

と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
比
較
さ
れ
て
い
る
の
は
、
上
官
個
人
の
生
命
と
兵
士
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
国
民
全
体
の
利
益
と
兵
士
の
生
命

で
は
な
い
。

同
様
な
こ
と
は
、「
公
共
心
」
の
別
の
例
に
も
い
え
る
。
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ス
が
ロ
ー
マ
の
自
由
を
守
る
た
め
に
わ
が
子
を
率
先
し
て
死
刑

に
追
い
や
っ
た
と
き
、「
彼
は
、
父
親
の
目
で
は
な
く
、
ロ�

ー�

マ�

市�

民�

の�

目�

で
わ
が
子
を
な
が
め
ま
し
た
。
彼
は
、
こ
の
後
者
の
人
柄
の

感
情
に
く
ま
な
く
入
り
こ
み
、自
分
と
子
を
つ
な
い
で
い
る
き
ず
な
を
か
え
り
み
ま
せ
ん
で
し
た
。ロ�

ー�

マ�

市�

民�

の�

目�

に
は
、ブ
ル
ー
ト
ゥ

ス
の
息
子
と
い
え
ど
も
、
ロ
ー
マ
の
ど
ん
な
に
小
さ
な
利
益
と
較
量
し
て
も
軽
蔑
に
値
す
る
と
思
わ
れ
た
の
で
す
。」（IV

.2.11.

（
下
）

四
二
）（
傍
点
は
引
用
者
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
公
共
心
」
の
適
切
さ
は
、
観
察
者
の
共
感
で
は
な
く
、
国
民
や
市
民
の
共
感
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
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よ
う
な
ち
が
い
が
生
ず
る
の
は
、
公
共
心
や
愛
国
心
が
「
集
合
的
自
己
」
と
の
一
体
化
に
よ
っ
て
成
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
自
己
を
犠
牲

と
し
て
捧
げ
る
当
事
者
は
、
ほ
か
の
人
た
ち
を
ふ
く
む
特
定
の
「
国
民
」
や
「
市
民
」
の
ひ
と
り
で
あ
る
。「
国
民
」
や
「
市
民
」
は
、

共
通
の
利
害
を
持
っ
た
全
体
集
合
で
あ
り
、
そ
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
個
人
が
身
の
あ
か
し
を
立
て
る
と
き
、
そ
れ
は
「
集
合
的

自
己
」
で
あ
る
。
観
察
者
の
共
感
は
、
利�

害�

を�

異�

に�

す�

る�

個
人
の
間
の
「
立
場
の
交
換
」
か
ら
導
出
さ
れ
る
が
、
国
民
の
共
感
は
、
利�

害�

を�

共�

に�

す�

る�

全
体
集
合
と
そ
の
一
員
の
あ
い
だ
の
「
立
場
の
交
換
」
か
ら
導
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
後
者
の
場
合
、
共
通
の
利
害
そ
れ
自

体
を
批
判
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
下
の
田
中
教
授
の
指
摘
は
、
政
府
だ
け
で
な
く
国
民
や
市
民
と
い
っ
た
集
合
的
自
己
に

も
当
て
は
ま
る
。
観
察
者
の
共
感
は
、「
対
等
の
市
民
相
互
間
の
関
係
の
規
制
・
判
断
原
理
に
す
ぎ
ず
、
当
事
者
以
外
の
第
三
者
の
存
在

し
え
な
い
政
府
と
人
民
と
の
間
の
支
配
�
服
従
関
係
…
…
で
は
、
十
分
に
は
機
能
し
う
べ
く
も
な
い
（
27
）」。
た
だ
し
、
次
項
で
示
す
よ
う
に
、

『
感
情
論
』
初
版
に
は
、
こ
の
不
十
分
さ
を
補
う
エ
ピ
ク
テ
ト
ゥ
ス
の
「
共
同
体
論
」
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
分
析
に
お
い
て
、
ス
ミ
ス
が
、
集
合
的
自
己
で
あ
る
国
民
に
共
感
す
る
こ
と
と
、
個�

々�

の�

受
益
者（
ま

た
は
被
害
者
）
に
共
感
す
る
こ
と
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

愛
国
者
（a

patriot

）
が
国
内
行
政
の
ど
こ
か
の
部
門
を
改
善
し
よ
う
と
尽
力
す
る
と
き
、
彼
の
ふ
る
ま
い
の
動
機
は
、
利�

用�

者�

の�

幸�

福�

に�

よ�

せ�

る�

純�

粋�

な�

共�

感�

と�

は�

か�

ぎ�

り�

ま�

せ�

ん�

。
公
共
心
の
持
ち
ぬ
し
が
、
街
道
の
改
修
事
業
を
奨
励
す
る
と
き
、
そ
の
動
機
は
、

通
常
、
運�

送�

人�

や�

荷�

車�

の�

御�

者�

に�

よ�

せ�

る�

同�

類�

感�

情�

で�

は�

あ�

り�

ま�

せ�

ん�

。
…
…
つ
ま
り
、
同
類
の
生
け
る
も
の
の
幸
福
を
促
進
し
た

い
と
い
う
熱
情
の
源
泉
は
、
同
類
の
生
け
る
も
の
が
味
わ
う
苦
し
み
や
歓
び
に
即
座
に
い
だ
く
感
覚
・
心
情
で
あ
る
よ
り
も
、
む
し

ろ
、
一
定
の
美
し
く
整
然
と
し
た
シ
ス
テ
ム
を
完
成
し
、
改
良
し
よ
う
と
い
う
見
解
で
す
。（IV

.1.11.

（
下
）
二
五
�

七
）（
傍
点
は
引

用
者
）

一
〇
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ス
ミ
ス
は
、
第
4
部
2
章
で
、
公
共
心
の
適
切
さ
を
「
国
民
へ
の
共
感
」
か
ら
導
出
し
た
が
、
右
の
引
用
文
で
は
、
愛
国
者
は
必
ず
し

も
「
純
粋
な
共
感
」
を
い
だ
か
な
い
と
さ
れ
る
。
集
合
的
自
己
へ
の
共
感
と
、
個�

々�

の�

受
益
者
（
運
送
人
や
荷
車
の
御
者
な
ど
）
へ
の
共

感
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
第
4
部
の
論
理
で
は
、
個�

々�

の�

受
益
者
へ
の
共
感
が
な
く
て
も
、
国
民
全�

体�

へ
の
共
感
は
成
立
し
、
そ
れ
が「
男

性
の
徳
」
の
「
公
共
心
」
を
適
切
な
も
の
に
す
る
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
第
4
部
2
章
で
み
た
「
国
民
へ
の
共
感
」
は
、
上
記
の
「
美
し
く
整
然
と
し
た
シ
ス
テ
ム
」

に
対
す
る
「
共
感
」
と
は
異
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
共
感
の
対
象
に
な
り
う
る
も
の
に
は
、
二
種
類
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、「
科
学
と
趣

味
の
分
野
の
一
般
的
な
主
題
」（I.i.4.2.

（
上
）
五
一
）、
も
う
ひ
と
つ
は
、
同
胞
市
民
が
こ
う
む
る
「
非
運
や
侵
害
」
で
あ
る
（I.i.4.5.

（
上
）
五
四
�

六
）。「
シ
ス
テ
ム
」
は
前
者
に
属
す
る
が
、
そ
の
場
合
の
共
感
に
は
「
想
像
上
の
立
場
の
交
換
」
は
必
要
で
な
い
（I.i.4.2

）。

一
方
、「
国
民
」
や
「
市
民
」
は
後
者
に
属
す
る
と
理
解
さ
れ
る
。「
国
民
」
は
、「
シ
ス
テ
ム
」
で
は
な
く
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
、
不
十
分
な
が
ら
も
立
場
の
交
換
が
試
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑵

エ
ピ
ク
テ
ト
ゥ
ス
の
「
共
同
体
論
」

国
民
へ
の
共
感
は
、
観
察
者
理
論
の
ほ
か
に
、
以
下
の
よ
う
な
エ
ピ
ク
テ
ト
ゥ
ス
の
思
想
に
も
と
づ
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

思
う
に
、
た
と
え
ば
、
特
定
の
足
が
つ
ね
に
清
潔
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
足
自
体
の
本
性
に
は
適
っ
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
も
し
あ
な
た
が
そ
れ
を
四
肢
の
一
つ
と
み
な
し
、
身
体
の
ほ
か
の
部
分
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
る

な
ら
、
そ
れ
は
、
ぬ
か
る
み
を
踏
み
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
、
い
ば
ら
の
上
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
、
ま
た
、
身
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体
全
体
の
た
め
に
切
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
き
っ
と
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
足
が
こ
れ
を
拒
否
す
れ
ば
、
そ
れ
は
も
は
や

四
肢
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
。
わ
た
し
た
ち
は
自
分
自
身
に
関
し
て
も
こ
ん
な
ふ
う
に
心
に
い
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
な
た
は

何
者
で
あ
る
か
。
人
類
の
一
人
で
あ
る
。
も
し
あ
な
た
が
わ
が
身
を
自
分
以
外
の
す
べ
て
か
ら
分
け
隔
て
ら
れ
・
引
き
離
さ
れ
た
も

の
と
み
な
す
な
ら
、
長
生
き
し
、
裕
福
で
あ
り
、
健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
な
た
自
身
の
本
性
に
は
適
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
な

た
が
わ
が
身
を
人
類
の
一
人
、
全
体
の
一
部
と
み
な
す
な
ら
、
あ
な
た
は
、
そ
の
全
体
の
た
め
に
、
病
弱
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と

も
、
航
海
の
不
便
に
さ
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
、
物
資
の
欠
乏
に
瀕
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
、
つ
い
に
は
、
天
寿
を

全
う
せ
ず
に
死
な
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
た
ぶ
ん
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
と
き
あ
な
た
は
な
ぜ
苦
情
を
述
べ
る
の
だ
ろ
う
か
。
苦
情

を
述
べ
る
こ
と
で
、
そ
の
足
は
足
で
な
く
な
り
、
し
か
ら
ば
、
あ
な
た
は
人
で
な
く
な
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の
か
。（V

II.ii.1.19.

（
下
）
二
四
四
�

五
）

全
体
（
全
身
、
全
人
類
）
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
部
分
（
足
、
個
人
）
は
そ
の
本
性
を
失
う
と
い
う
の
が
エ
ピ
ク
テ
ト
ゥ
ス
の
考
え
方
で

あ
り
、
人
間
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
本
質
は
、
所
属
す
る
全
体
集
合
に
由
来
す
る
の
で
あ
っ
て
、
個
人
は
そ
こ
か
ら
独
立
し
た
存
在
で

は
あ
り
え
な
い
。
ス
ミ
ス
は
引
用
し
な
か
っ
た
が
、
エ
ピ
ク
テ
ト
ゥ
ス
は
、
右
の
引
用
に
続
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

思
え
ば
、
人
間
と
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
は
、
神
々
と
人
間
か
ら
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、
第
二
に
、
そ
れ
は
、
普
遍
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
小
さ
な
模
写
に
き
わ
め
て
近
い
と
呼
ば
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
あ
る
（
28
）。

一
二
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人
間
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
離
れ
て
わ
が
身
の
あ
か
し
を
立
て
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
、
人
間
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
「
個
人
」

で
は
な
く
、「
共
同
体
」
に
由
来
す
る
（
29
）。
そ
し
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
由
来
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
同
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
所

属
す
る
ほ
か
の
人
び
と
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
エ
ピ
ク
テ
ト
ゥ
ス
の
考

え
方
を
「
共
同
体
論
」
と
呼
ん
で
お
く
（
30
）。

こ
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
は
、「
普
遍
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
わ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
と
、
そ
の
「
小
さ
な
模
写
」
と
い
わ

れ
る
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
世
間
や
家
族
と
い
っ
た
「
社
会
」
は
ロ
ー
カ
ル
で
あ
り
、
全
人
類
か
ら
な
る
社
会
も
、
そ
こ

に
神
々
を
含
ま
な
け
れ
ば
ロ
ー
カ
ル
で
あ
る
。
こ
う
し
た
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
す
べ
て
「
普
遍
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
範
型
と
す
る

「
模
写
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
間
は
、
究
極
的
に
は
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
所
属
す
る
「
世
界
市
民
」
で
あ
る
（
31
）。

『
感
情
論
』
初
版
で
、
ス
ミ
ス
は
、
エ
ピ
ク
テ
ト
ゥ
ス
の
「
共
同
体
論
」
に
み
ず
か
ら
の
共
感
理
論
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
論
じ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
宇
宙
の
秩
序
に
服
す
る
こ
と
が
ど
う
し
て
適
切
か
、
つ
ま
り
、
わ
が
身
に
か
か
わ
る
ど
ん
な
こ
と
に
対
し
て
も
、

全
体
の
利
益
と
較
量
す
る
と
き
に
は
ま
っ
た
く
そ
れ
に
無
関
心
で
い
る
こ
と
が
ど
う
し
て
適
切
か
。
そ
の
理
由
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
、
正
義
の
適
切
さ
の
根
底
に
あ
る
も
の
と
し
て
わ
た
し
が
示
そ
う
と
努
め
て
き
た
原
理
以
外
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
わ
が
身
の
利

益
を
わ
が
目
で
な
が
め
る
か
ぎ
り
、
そ
ん
な
ふ
う
に
自
分
の
利
益
が
全
体
の
利
益
の
犠
牲
に
な
る
の
を
あ
え
て
黙
認
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
相
反
す
る
利
益
を
な
が
め
る
と
き
に
他
人
の
目
を
使
わ
な
け
れ
ば
、
わ
が
身
に
か
か
わ
る
こ
と
が
、

そ
ん
な
利
益
の
較
量
で
き
っ
ぱ
り
諦
め
ら
れ
る
ほ
ど
無
価
値
に
映
る
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
主
た
る
当
事
者
以
外
の
す
べ
て
の
人

た
ち
か
ら
み
れ
ば
、
部
分
は
全
体
に
席
を
譲
る
べ
し
（the

partshould
give

place
to
the
w
hole

）
と
い
う
こ
と
ほ
ど
理�

性�

と�

適�

切�
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さ�

に
合
致
す
る
と
映
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
主
た
る
当
事
者
以
外
の
す
べ
て
の
人
の
理�

性�

に
合
致
す
る
こ
と
が
、
主
た

る
当
事
者
の
理�

性�

に
反
す
る
と
映
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
主
た
る
当
事
者
は
、
自
分
で
も
こ
の
犠
牲
を
是
認
し
、
そ
れ

が
理�

性�

に
一
致
す
る
こ
と
を
承
認
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
（
32
）。（（

下
）
二
四
五
�

六
）（
傍
点
は
引
用
者
）

こ
の
論
理
を
援
用
す
れ
ば
、
自
己
を
犠
牲
と
し
て
国
家
に
捧
げ
る
「
若
い
司
令
官
」
は
、
国
民
の
地
位
を
離
脱
す
る
な
ら
ば
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
喪
失
す
る
。
そ
の
離
脱
は
、「
異
邦
人
」
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
司
令
官
は
、
集
合
的
自
己
（
国
民
）

と
一
体
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
場
合
、
国
民
や
市
民
の
集
合
的
利
益
を
客
観
的
に
評
価
す
る
観
察
者
が
お
ら
ず
、
公
平
性
の
観
点
か

ら
は
問
題
が
残
る
。

こ
の
公
平
性
の
不
足
を
補
う
べ
く
、
右
の
引
用
で
ス
ミ
ス
は
、「
理
性
」
に
訴
え
、
ま
た
、「
三
段
論
法
」
を
つ
か
っ
て
自
己
犠
牲
を
強

い
る
。
す
な
わ
ち
、「
主
た
る
当
事
者
以
外
の
す
べ
て
の
人
の
理
性
に
合
致
す
る
こ
と
は
、
主
た
る
当
事
者
の
理
性
に
反
す
る
と
映
っ
て

は
な
ら
な
い
」（
大
前
提
）。「
主
た
る
当
事
者
以
外
の
す
べ
て
の
人
た
ち
か
ら
み
れ
ば
、
部
分
は
全
体
に
席
を
譲
る
べ
し
と
い
う
こ
と
ほ

ど
理
性
と
適
切
さ
に
合
致
す
る
と
映
る
こ
と
は
な
い
。」（
小
前
提
）。
ゆ
え
に
、「
主
た
る
当
事
者
は
、
自
分
で
も
こ
の
犠
牲
を
是
認
し
、

そ
れ
が
理
性
に
一
致
す
る
こ
と
を
承
認
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」（
結
論
）
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
こ
で
強
調
さ
れ
る
の
は
「
理
性
と
の
合

致
」
で
あ
る
。
理
性
の
役
割
は
、
一
般
的
準
則
を
帰
納
す
る
こ
と
で
あ
り
（V

II.iii.2.6.

（
下
）
三
四
五
�

六
）、「
理
性
と
の
合
致
」
は
、

そ
の
一
般
的
準
則
を
是
認
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
理
性
と
合
致
す
る
一
般
的
準
則
、「
部
分
は
全
体
に
席
を
譲
る
べ
し
」
は
、

三
段
論
法
に
よ
っ
て
、
主
た
る
当
事
者
に
対
し
て
定
言
的
に
命
令
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
一
般
的
準
則
の
利
用
そ
の
も
の
は
、
ス
ミ
ス
の
基
本
思
想
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
33
）。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
エ
ピ
ク
テ
ト
ゥ
ス

に
同
調
す
る
先
の
文
章
は
、
第
6
版
で
削
除
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
第
6
版
で
追
加
さ
れ
て
い
る
。「
受
動
的
な
心

一
四
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情
を
制
御
す
る
こ
の
力
が
得
ら
れ
る
原
因
は
、
屁
理
屈
を
こ
ね
る
弁
証
の
晦
渋
な
三
段
論
法
で
は
な
く
、
こ
の
徳
や
ほ
か
の
あ
ら
ゆ
る
徳

の
獲
得
に
向
け
て
自
然
が
打
ち
た
て
た
偉
大
な
訓
練
―
―
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
ま
い
を
み
る
現
実
の
観
察
者
、
あ
る
い
は
、
想
定
さ
れ
る

観
察
者
の
諸
感
情
に
配
慮
す
る
こ
と
―
―
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
」（III.3.21.

（
上
）
四
二
二
）。「
観
察
者
の
諸
感
情
に
対
す
る
配
慮
」

と
は
、
そ
の
感
情
が
結
実
し
た
一
般
的
準
則
へ
の
配
慮
で
も
あ
り
、「
義
務
の
感
覚
」
で
あ
る
（III.5.1.

（
上
）
三
三
六
）。
こ
の
「
義
務

の
感
覚
」
は
、
規
範
に
対
す
る
端
的
な
尊
重
の
念
で
あ
り
、「
推
論
と
学
問
」
は
そ
れ
を
補
強
す
る
に
す
ぎ
な
い
（III.5.2

�3.

（
上
）
三
三

九
�

四
一
）。

三

公
共
心
の
再
定
義
と
祖
国
愛

み
ず
か
ら
も
そ
の
ひ
と
り
で
あ
る
国
民
や
市
民
と
即
座
に
一
体
化
せ
ず
、
む
し
ろ
、
そ
の
集
合
的
利
益
を
批
判
的
に
吟
味
す
る
に
は
、

想
像
の
な
か
で
、
他
者＝

「
異
邦
人
」
の
立
場
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
6
部
に
は
、
こ
の
よ
う
な
他
者
が
登
場
す
る
（
34
）。

こ
の
社
会
集
団﹇
国
家
﹈の
安
全
、
い
や
、
そ
の
虚
栄
の
た
め
に
さ
え
、
わ
が
生
命
を
投
げ
だ
す
愛
国
者
の
行
動
の
適
切
さ
は
、
ま
っ

た
く
申
し
分
な
い
と
映
り
ま
す
。
彼
は
、
公�

平�

な�

観�

察�

者�

が
自
然
に
き
っ
と
立
つ
視
点
か
ら
自
分
を
な
が
め
て
、
衡�

平�

を�

お�

も�

ん�

ば�

か�

る�

そ�

の�

裁�

判�

官�

の
目
か
ら
み
れ
ば
、
自
分
は
大
勢
の
な
か
の
ひ
と
り
に
す
ぎ
ず
、
国
家
の
ほ
か
の
構
成
員
と
同
じ
く
重
要
で
な
く
、

も
っ
と
大
勢
の
人
た
ち
の
安
全
、
利
便
、
い
や
、
そ
の
栄
光
の
た
め
に
さ
え
、
い
か
な
る
と
き
も
わ
が
身
を
犠
牲
に
し
、
全
身
全
霊

を
傾
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
み
な
す
よ
う
に
映
り
ま
す
。（V

I.ii.2.2.

（
下
）
一
三
一
）（﹇
﹈
と
傍
点
は
引
用
者
）
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犠
牲
を
払
う
当
事
者
は
「
公
平
な
観
察
者
」
の
立
場
か
ら
、
国
家
の
利
益
（
大
勢
の
人
た
ち
の
安
全
、
利
便
、
栄
光
）
と
個
人
の
利
益

を
較
量
す
る
。
そ
れ
は
、
功
利
計
算
の
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
そ
こ
に
は
「
功
労
の
感
覚
」
の
成
立
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
公

平
な
観
察
者
は
、
愛
国
的
行
為
の
動
機
に
共
感
す
る
こ
と
（
直
接
的
共
感
）
を
前
提
条
件
と
し
て
、
そ
の
行
為
に
対
す
る
感
謝
に
共
感
す

る
（
間
接
的
共
感
）（II.i.5.2.

（
上
）
一
九
三
）。
公
平
な
観
察
者
の
共
感
に
つ
い
て
は
、
ふ
た
つ
の
理
解
が
可
能
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、

「
わ
た
し
た
ち
が
み
ご
と
な
仕
掛
け
の
機
械
を
是
認
す
る
と
き
は
た
ら
く
原
理
と
同
じ
」
も
の
、
つ
ま
り
、
よ
り
大
き
な
満
足
を
う
む
「
シ

ス
テ
ム
」
へ
の
共
感
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、「
わ
た
し
た
ち
が
行
為
者
の
動
機
に
入
り
込
む
と
き
は
た
ら
く
共
感
」、「
彼
の
行
為
か

ら
恩
恵
を
受
け
る
人
た
ち
の
感
謝
の
念
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
と
き
は
た
ら
く
共
感
」
で
あ
る
（V

II.iii.3.17.

（
下
）
三
六
三
�

四
）。『
感
情

論
』
第
6
部
で
愛
国
心
を
適
切
な
も
の
と
す
る
根
拠
は
、
後
者
の
共
感
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
シ
ス
テ
ム
」
へ
の
共
感
は
も
と
よ
り
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
全
体
へ
の
共
感
さ
え
も
な
く
、
す
で
に
み
た
第
4
部
の
愛
国
的
行
為
と
の
ち
が
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
愛
国
心
の
基
礎
は
、
集
合
的
自
己
の
共
感
か
ら
公
平
な
観
察
者
の
共
感
に
変
更
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
あ
い
ま
っ
て
、
公

共
心
の
「
再
定
義
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
第
4
部
で
公
共
心
は
、「
情
け
深
さ
」
に
対
置
さ
れ
る
「
高
潔
無
私
」

に
属
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
6
部
で
は
、「
公
共
心
の
根
底
に
は
、
情�

け�

深�

い�

愛�

情�

、
同
類
市
民
の
だ
れ
か
が
遭
う
か
も
し
れ
な
い

不
便
や
辛
酸
へ
の
現�

実�

の�

同�

類�

感�

情�

が
あ
り
ま
す
。」（V

I.ii.2.15.

（
下
）
一
四
一
）（
傍
点
は
引
用
者
）
と
い
わ
れ
る
。
同
じ
く
第
6
版
の

ほ
か
の
増
補
部
分
で
も
、「
他
人
の
心
情
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
は
、
自
制
心
の
毅
然
と
し
た
男
ら
し
さ
と
相
容
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し

ろ
反
対
で
あ
っ
て
、
男
ら
し
さ
の
根
底
に
あ
る
原
理
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。」（III.3.34.

（
上
）
四
三
九
）
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
も
っ

ぱ
ら
高
潔
無
私
に
属
す
る
と
理
解
さ
れ
た
第
4
部
の
「
公
共
心
」
と
は
ち
が
う
理
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
た
に
定
義
さ
れ
た
「
公
共

心
」も「
功
労
の
感
覚
」に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
が
、
そ
の
前
提
条
件
は
、
英
雄
の
立
派
な
犠
牲
的
行
為
で
な
く
て
よ
い
。
た
し
か
に
、

「
対
外
戦
争
と
内
戦
は
、
公
共
心
を
顕
示
す
る
き
わ
め
て
輝
か
し
い
機
会
を
提
供
す
る
ふ
た
つ
の
情
況
で
す
。」（V

I.ii.2.13.

（
下
）
一
四

一
六
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〇
）
と
い
わ
れ
る
場
合
、「
公
共
心
」
は
英
雄
的
な
徳
で
あ
る
。
し
か
し
、
対
外
戦
争
の
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
マ
ー
ル
バ
ラ
公
爵
を
除

き
、
そ
の
自
制
心
の
不
完
全
性
が
揚
言
さ
れ
る
（V

I.iii.28.

（
下
）
一
八
五
�

六
）。
ま
た
、
内
戦
に
お
け
る
指
導
者
の
「
公
共
心
」
に
つ
い

て
は
、「
半
分
の
同
類
市
民
か
ら
賞
賛
さ
れ
る
と
し
て
も
、
も
う
半
分
の
同
類
市
民
か
ら
は
忌
み
嫌
わ
れ
る
」
の
で
あ
り
（V

I.ii.2.13.

（
下
）
一
四
〇
）、
そ
の
「
党
派
心
」
の
秘
匿
が
疑
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
は
、
第
6
部
に
お
い
て
指
導
者
の
「
公
共
心
」
を
国
民
（
集
合
的
自
己
）
と
の
一
体
化
に
よ
っ
て
正
当
化
せ
ず
、

む
し
ろ
、
一
般
市
民
の
「
公
共
心
」
を
情
け
深
さ
の
共
感
感
情
（
現
実
の
同
類
感
情
）
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
る
。
そ
こ
に
は
「
公
平
な
観

察
者
」が
介
在
す
る
。
そ
し
て
、
ス
ミ
ス
は
、
市
民
の
公
共
心
が
理
論
武
装
し
た
政
治
指
導
者
に
よ
っ
て
搾
取
さ
れ
る
危
険
を
警
告
す
る
。

「
こ
の
シ
ス
テ
ム
万
能
主
義
（spirit

of
system

）
は
、
や�

さ�

し�

さ�

で�

は�

一�

枚�

上�

の�

公�

共�

心�

を
牛
耳
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
つ

ね
に
高
ぶ
ら
せ
、
し
ば
し
ば
燃
え
た
ぎ
ら
せ
て
狂
信
的
熱
狂
に
さ
え
し
ま
す
。」（V

I.ii.2.15.

（
下
）
一
四
一
）（
傍
点
は
引
用
者
）。
ス
ミ
ス

は
、
政
治
的
な
教
義
体
系
に
ひ
そ
む
党
派
性
が
ま
こ
と
し
や
か
に
公
共
性
に
取
っ
て
代
わ
る
か
ら
く
り
―
―「
共
同
幻
想
」（the

com
m
on

delusion

）
の
流
布
―
―
を
あ
ば
い
た
（V

I.ii.2.15
）。
そ
こ
に
お
い
て
警
戒
さ
れ
る
の
は
、
公
共
性
を
気
取
る
指
導
者
た
ち
の
「
国
制

の
型
を
改
め
る
計
画
」
（ibid.

）
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
、
人
間
の
「
自
然
な
感
情
を
ず
い
ぶ
ん
ひ
ど
く
ゆ
が
め
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
原
因
」

と
し
て
宗
教
上
の
ま
ち
が
っ
た
教
義
体
系
を
挙
げ
て
い
た
が
（III.6.12.

（
上
）
三
七
三
�

四
）、
第
6
版
で
は
政
治
的
な
そ
れ
を
追
加
し
た
（
35
）。

第
4
部
で
は
、「
政
治
学
の
研
究
に
も
ま
し
て
、
公
共
心
を
促
進
す
る
率
が
高
い
研
究
は
あ
り
ま
せ
ん
。」（IV

.1.11.

（
下
）
二
九
）
と
い

わ
れ
て
い
る
。
科
学
的
理
論
は
、
教
義
体
系
と
は
異
な
り
（
36
）、「
内
省
と
理
論
的
思
索
を
す
る
人
」
の
美
意
識
に
訴
え
る
だ
け
で
、「
大
衆
の

自
然
な
感
情
」
を
ゆ
が
め
は
し
な
い
（IV

.2.11.

（
下
）
四
三
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
6
部
で
は
、
理
論
的
指
導
者
の
「
党
派
心
」
や
権

力
者
の
「
傲
慢
」
が
危
険
視
さ
れ
る
（V

I.ii.2.18.

（
下
）
一
四
五
�

六
）。

さ
て
、
上
記
の
愛
国
心
と
公
共
心
に
お
け
る
「
公
平
な
観
察
者
」
の
登
場
は
、
国
際
政
治
の
文
脈
に
お
い
て
「
国
民
の
偏
見
」
と
「
祖

アダム・スミスの「公共心」の再定義と「祖国愛」（山本）
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国
愛
」
の
区
別
を
可
能
に
す
る
。
そ
れ
は
、
政
府
が
偽
善
的
に
「
国
際
平
和
」
を
標
榜
す
る
こ
と
も
、
人
民
が
無
反
省
に
「
国
民
の
利
益
」

と
一
体
化
す
る
こ
と
も
批
判
す
る
視
座
を
与
え
る
。

独
立
国
家
は
、
相
互
の
外
交
交
渉
に
さ
い
し
て
諸
国
民
の
法
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
と
公
言
し
、
ま
た
そ
う
考
え

る
そ
ぶ
り
を
し
ま
す
が
、
し
ば
し
ば
こ
の
準
則
に
は
ら
う
配
慮
は
、
体
裁
を
よ
そ
お
い
口
先
で
宣
伝
す
る
域
を
ほ
と
ん
ど
一
歩
も
出

ま
せ
ん
。
き
わ
め
て
小
さ
な
利
益
を
得
よ
う
と
し
て
、
ま
た
、
ほ
ん
の
少
し
腹
立
た
し
い
扱
い
を
受
け
た
だ
け
で
、
こ
れ
ら
の
準
則

は
、
恥
も
悔
恨
も
な
く
潜
脱
さ
れ
た
り
露
骨
に
踏
み
に
じ
ら
れ
た
り
す
る
の
が
日
々
み
ら
れ
ま
す
。
各
国
民
は
、
隣
国
の
ど
こ
か
が

勢
力
を
伸
ば
し
台
頭
す
れ
ば
自
国
は
屈
服
す
る
と
予
見
し
、
あ
る
い
は
、
そ
ん
な
ふ
う
に
予
見
す
る
自
分
た
ち
を
想
像
し
ま
す
。
そ

し
て
、
卑
賤
な
原
理
―
―
国
民
の
先
入
観
（nationalprejudice

）―
―
が
、
し
ば
し
ば
、
高
貴
な
原
理
―
―
祖
国
愛
―
―
の
上
に
築

か
れ
ま
す
。（V

I.ii.2.3.

（
下
）
一
三
二
�

三
）

こ
こ
に
は
、「
祖
国
愛
」
が
、
排
他
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
ゆ
が
め
ら
れ
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
も
し
多
数
の
国
民
が
「
高
慢
」

に
な
っ
た
ら
、
そ
の
国
民
自
身
の
「
正
義
」
を
掲
げ
る
こ
と
に
な
り
、「
現
実
の
被
害
」
を
受
け
て
も
い
な
い
の
に
、
被
害
の
錯
覚
を
も

つ（cf.V
I.iii.35.

（
下
）一
九
四
�

五
）。「
わ
た
し
た
ち
は
、
た
ぶ
ん
と
て
も
浅
は
か
で
愚
か
し
く
も
、
フ
ラ
ン
ス
人
を
生
来
の
敵
と
呼
び
、

フ
ラ
ン
ス
人
も
や
は
り
た
ぶ
ん
浅
は
か
で
愚
か
し
く
も
、
わ
た
し
た
ち
の
こ
と
を
同
様
に
考
え
ま
す
。」（V

I.ii.2.5.

（
下
）
一
三
五
）
（
37
）イ

ギ
リ
ス
は
長
年
に
わ
た
り
フ
ラ
ン
ス
と
戦
争
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
政
府
は
、
集
合
的
自
己
と
の
一
体
化
を
人
民
の
な
か
に
醸
成
し
な
け

れ
ば
、
徴
税
や
徴
兵
の
自
己
犠
牲
を
強
い
る
戦
争
を
始
め
ら
れ
な
い
。『
国
富
論
』
で
は
、
本
国
が
植
民
地
を
放
棄
で
き
な
い
理
由
の
ひ

と
つ
は
「
プ
ラ
イ
ド
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（（
三
）
二
一
八
�

九
。W

N
,
IV
.vii.c.66

:
617

）。
国
際
政
治
の
文
脈
で
つ
く
ら
れ
る

一
八
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集
合
的
自
己
の
イ
メ
ー
ジ
は
美
化
さ
れ
、
自
己
礼
賛
に
な
り
や
す
い
。

ス
ミ
ス
の
定
義
に
よ
る
と
、
祖
国
愛
は
、「
市
民
」、
さ
ら
に
ま
た
「
良
き
市
民
」
と
し
て
ふ
る
ま
う
心
理
傾
向
を
意
味
す
る
。
い
ず
れ

も
「
市
民
」
に
ち
が
い
な
い
が
、
そ
の
ふ
る
ま
い
方
は
異
な
る
。
ス
ミ
ス
は
、「
市
民
」
と
い
う
集
合
的
自
己
を
表
す
語
を
使
い
な
が
ら
、

そ
こ
に
ふ
た
つ
の
異
質
な
要
素
を
組
み
入
れ
た
。

祖
国
愛
は
、
通
例
、
ふ
た
つ
の
異
な
る
原
理
を
そ
の
内
部
に
組
み
こ
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
第
一
は
、
確
立
し
て
久

し
い
現
行
の
国
制
や
統
治
形
態
に
は
ら
う
一
定
の
尊
重
と
畏
敬
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
、
同
類
市
民
の
生
活
条
件
を
な
る
べ
く
安
全

で
恥
ず
か
し
く
な
い
幸
せ
な
も
の
に
し
た
い
と
い
う
真
剣
な
願
望
で
す
。
法
律
を
尊
重
し
た
い
と
も
、
世
俗
の
政
権
担
当
者
に
従
い

た
い
と
も
思
わ
な
い
心
根
の
人
は
、
市�

民�

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
が
自
由
に
使
え
る
手
段
を
尽
く
し
て
同
類
市
民
の
全
体

社
会
の
繁
栄
を
促
進
し
た
い
と
願
わ
な
い
人
は
、
た
し
か
に
良�

き�

市�

民�

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（V

I.ii.2.11.

（
下
）
一
三
九
）（
傍
点
は

引
用
者
）

ま
ず
、
確
立
し
て
久
し
い
伝
統
的
国
制
の
尊
重
（
実
定
法
の
遵
守
、
政
府
へ
の
服
従
）
が
「
祖
国
愛
」
の
第
一
の
要
素
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
慣
習
原
理
に
よ
っ
て
既
存
の
制
度
に
適
応
し
た
市
民
の
気
風
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
に
よ
る
と
、
伝
統
的
国
制
は
、
多
様
な
身
分
団
体
・

社
会
集
団
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
ん
な
「
部
分
社
会
」
や
ロ
ー
カ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
権
限
・
特
権
・
免
除
権
が
配
分
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ゆ
え
、
諸
団
体
の
権
力
関
係
が
変
動
す
れ
ば
、
国
制
の
安
定
性
は
ゆ
ら
ぐ
（V

I.ii.2.8

�9.

（
下
）
一
三
七
�

八
）。
こ
の
よ
う
な

伝
統
的
国
制
へ
の
愛
着
は
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
、
普
及
し
、
各
構
成
員
の
人
生
の
期
間
を
越
え
て
存
在
す
る
の
で
あ
り
、「
慣
習
に
も

と
づ
く
適
切
さ
」
を
も
つ
と
い
え
る
（
38
）。
も
っ
と
も
、
部
分
社
会
へ
の
愛
着
と
全
体
社
会
へ
の
貢
献
は
、
緊
張
関
係
に
あ
り
、「
国
家
の
繁
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栄
と
保
全
の
た
め
に
は
、
自
分
が
所
属
す
る
特
定
の
団
体
や
集
団
の
権
限
・
特
権
・
免
除
権
を
縮
小
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
得
心
さ
せ

る
の
は
、
往
々
む
ず
か
し
い
」（V

I.ii.2.10.

（
下
）
一
三
八
�

九
）。

祖
国
愛
の
も
う
ひ
と
つ
の
要
素
は
、
同
類
市
民
の
厚
生
に
対
す
る
「
真
剣
な
願
望
」
で
あ
り
、
部
分
社
会
の
壁
を
越
え
る
心
理
傾
向
で

あ
る
。
そ
れ
は
、「
良
き
市
民
」
の
資
質
で
あ
り
、「
公
共
心
」
の
再
定
義
に
み
ら
れ
る
「
情
け
深
い
愛
情
、
同
類
市
民
の
だ
れ
か
が
遭
う

か
も
し
れ
な
い
不
便
や
辛
酸
へ
の
現
実
の
同
類
感
情
」（V

I.ii.2.15.

（
下
）
一
四
一
）
と
符
合
す
る
。
ス
ミ
ス
は
、
第
4
部
2
章
の
「
公

共
心
」
を
再
定
義
し
て
「
祖
国
愛
」
に
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。「
良
き
市
民
」
は
、
苦
し
む
個�

々�

の�

同
類
市
民
に
対
す
る
「
現�

実�

の�

同

類
感
情
」
を
も
ち
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
祖
国
愛
は
、「
共
感
に
も
と
づ
く
適
切
さ
」
を
含
む
。
こ
の
共
感
は
、
部
分
社
会
の
壁
を
越
え

て
「
同
類
市
民
の
全
体
社
会
」＝
国
家
に
広
が
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
共
感
が
国
家
の
壁
を
越
え
て
全
人
類
に
広
が
る
か
ど
う
か
は
ひ
と

つ
の
問
題
で
あ
る
（
本
稿
六
）。

な
お
、『
感
情
論
』
第
3
部
に
「
良
き
市
民
の
忠
節
と
公
共
心
」（III.5.9.

（
下
）
三
五
一
）
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
こ
れ
は
初
版
に
由

来
す
る
。「
忠
節
」（fidelity

）
に
は
い
く
つ
か
の
意
味
が
あ
り
（
39
）、
こ
こ
で
は
、
政
府
へ
の
服
従
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
記
の
「
市
民
の
原

理
」
に
相
当
す
る
が
、「
良
き
市
民
の
原
理
」
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
忠
節
と
慣
習
原
理
と
の
関
連
も
明
示
的
で
は
な
い
。

も
っ
と
も
、
忠
節
は
、「
人
間
の
諸
感
情
が
結
実
し
た
人
定
法
」
に
よ
っ
て
褒
賞
を
受
け
る
と
言
わ
れ
て
お
り
（III.5.9

）、
一
種
の
共
感

に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
。
そ
の
共
感
は
、
伝
統
的
権
威
に
対
す
る
も
の
を
ふ
く
み
、
慣
習
原
理
と
か
か
わ
り
が
あ
る
（cf.I.iii.2.3

�4.

（
上
）
一
三
四
�

四
〇
）。
た
だ
し
、
権
威
の
源
泉
は
伝
統
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
で
ふ
れ
る
。
ま
た
、「
忠
節
」
と
ひ
と
く

く
り
に
さ
れ
る
「
公
共
心
」
は
、
や
は
り
一
種
の
共
感
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
が
、
第
6
部
の
「
良
き
市
民
の
原
理
」
と
は
異
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
次
章
で
ふ
れ
る
。

二
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四

社
会
契
約
論
の
代
替
原
理

本
章
で
は
『
感
情
論
』
第
6
版
の
「
祖
国
愛
」
が
、『
法
学
講
義
』
で
示
さ
れ
た
社
会
契
約
論
の
代
替
原
理
と
強
い
相
関
性
を
も
つ
こ

と
を
示
す
（
40
）。
こ
れ
に
よ
り
、
ス
ミ
ス
に
お
け
る
祖
国
愛
が
、
一
般
市
民
の
政
治
的
義
務
に
か
か
わ
る
心
理
傾
向
で
あ
っ
て
、
ケ
イ
ム
ズ
の

い
う
よ
う
な
戦
士
の
勇
ま
し
い
感
情
で
も
（
41
）、「
歴
史
、
詩
歌
、
そ
の
他
の
文
学
の
分
野
（
42
）」
に
か
か
わ
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
感
情
で
も
な

い
理
由
が
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
祖
国
愛
と
社
会
契
約
論
の
代
替
原
理
の
あ
い
だ
に
は
、「
公
共
心
」
の
再
定
義
に
起
因
す
る
重
要
な

ち
が
い
が
あ
る
。

⑴
「
祖
国
」
の
措
定

ス
ミ
ス
は
『
法
学
講
義
』
で
社
会
契
約
論
を
批
判
し
、
そ
の
代
替
原
理
と
し
て
「
権
威
の
原
理
」
と
「
効
用
の
原
理
」
を
呈
示
し
た
（
43
）。

社
会
契
約
論
は
、
国
家
の
存
在
を
個
人
の
合
意
に
還
元
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
ミ
ス
に
お
け
る
国
家
は
、
個
人
が
自
由
に
選
べ
な
い

団
体
で
あ
る
。「
人
び
と
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
と
き
、
生
ま
れ
る
場
所
を
自
分
で
選
択
し
て
い
な
い
。
な
ら
ば
、
眠
っ
て
い
る
間
に
祖

国
に
や
っ
て
き
た
と
い
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
…
彼
ら
の
念
頭
に
黙
示
の
合
意
は
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
が
彼
ら
の
服
従
の
根
拠
で
あ
る

は
ず
は
な
い
。」（LJ

（A

）,117

�8
:
317

）
（
44
）。
し
た
が
っ
て
、
社
会
契
約
論
を
代
替
す
る
二
原
理
は
、
個
人
が
選
択
で
き
な
い
「
祖
国
」

を
前
提
に
す
る
。

ス
ミ
ス
の
批
判
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
社
会
契
約
論
を
念
頭
に
置
く
。
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
個
人
の
合
意
に
よ
っ
て
政
治
共
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同
体
が
で
き
、
つ
ぎ
に
、
そ
の
共
同
体
の
意
思
を
代
行
す
る
政
府
と
の
信
託
関
係
が
で
き
る
。
い
わ
ゆ
る
国
家
は
、
こ
う
し
た
政
府
と
政

治
共
同
体
の
関
係
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
の
信
託
理
論
に
よ
る
と
、
政
府
は
人
民
の
受
益
権
を
保
障
す
る
高
度
な
義
務
を
負
い
、
信
託
に
違
反

す
れ
ば
人
民
の
服
従
義
務
は
な
く
な
り
政
府
は
変
更
さ
れ
る
（
45
）。

ス
ミ
ス
の
批
判
は
、
政
治
共
同
体
の
形
成
と
政
府
の
形
成
の
両
面
か
ら
理
解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
上
記
の
ふ
た
つ
の
代
替
原
理
は
、

後
者
に
か
か
わ
る
が
、
政
治
共
同
体
の
問
題
も
重
要
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
の
場
合
、
政
治
共
同
体
に
先
立
っ
て
自
然
状
態
が
あ
る
。
一
方
、
ス
ミ
ス
の
出
発
点
は
、
狩
猟
採
集
の
原
初
社
会
で
あ
り
、
そ

れ
は
複
数
の
家
族
か
ら
な
る
。
そ
こ
に
政
府
は
存
在
せ
ず
、「
大
い
に
尊
敬
さ
れ
、
紛
争
解
決
に
さ
い
し
て
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
人
物

は
い
る
と
し
て
も
、
社�

会�

全�

体�

の
同
意
な
し
に
は
何
も
で
き
な
い
」（LJ

（B

）,19
:
404

）
（
46
）、「
三
つ
の
権
力
﹇
立
法
、
司
法
、
行
政
﹈
は
、

原
初
的
な
統
治
形
態
に
あ
っ
て
は
、
人�

民�

全�

体�

に
属
し
た
。」（LJ

（B

）,22
:
405

）（
傍
点
と﹇

﹈は
引
用
者
）と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、

ス
ミ
ス
も
、
ロ
ッ
ク
の
政
治
共
同
体
に
相
当
す
る
全
体
社
会
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
両
者
に
は
方
法
論
上
の
ち
が

い
が
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
、
自
然
状
態
で
所
有
権
が
成
立
す
る
と
考
え
、
そ
の
保
護
を
目
的
の
一
つ
と
し
、
社
会
契
約
に
よ
っ
て
政
治
権
力

を
全
体
社
会
に
与
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
ミ
ス
は
、
社
会
の
発
展
を
示
す
四
段
階
論
に
よ
り
三
権
の
あ
り
か
た
を
詳
論
し
、
た
と
え

ば
財
産
の
保
護
（
そ
れ
は
司
法
権
を
要
請
す
る
）
に
関
し
て
、
つ
ぎ
に
よ
う
に
説
明
し
た
。

牛
や
羊
の
群
が
私
有
化
さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
財
貨
の
不
平
等
が
導
入
さ
れ
る
。
こ
の
私
有
化
が
、
規
律
あ
る
政
府
を
最
初
に
生
ん
だ

原
因
で
あ
っ
た
。
所
有
権
が
現
れ
る
ま
で
政
府
は
存
在
し
得
な
い
。
と
い
う
の
は
、
政
府
の
目
的
は
富
を
保
護
し
、
富
者
を
貧
者
か

ら
守
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。（LJ

（B

）,20
:
404

）

二
二

香川法学41巻1・2号（2021）

95（95）



こ
の
文
章
は
、
私
有
財
産
権
と
同
時
に
国
家
権
力
が
発
生
し
た
と
い
う
ホ
ッ
ブ
ズ
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
（
47
）。
ス
ミ
ス
は
、

司
法
権
が
長
ら
く
弱
体
で
あ
り
、
犯
罪
者
は
決
闘
、
神
判
、
国
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
解
決
を
選
択
で
き
た
と
述
べ
て
お
り
（LJ

（B

）,

24
:
406

）、
司
法
権
が
も
と
も
と
社
会
全
体
あ
る
い
は
人
民
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
と
く
に
刑
事
事
件
で
は
、
被
害

者
あ
る
い
は
そ
の
遺
族
の
報
復
を
政
府
が
代
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、ケ
イ
ム
ズ
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、革
命
的
な
出
来
事
で
あ
っ

た
（
48
）。
近
代
国
家
で
は
、
政
府
が
私
的
制
裁
を
禁
じ
て
公
訴
権
を
独
占
す
る
が
、
被
害
者
の
憤
り
は
、
他
人
の
代
行
を
許
さ
な
い
ほ
ど
激
し

い
情
念
で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
「
重
罪
私
訴
追
」
が
認
め
ら
れ
て
い
た
（
49
）。

つ
ぎ
に
、
樹
立
さ
れ
た
政
府
へ
の
服
従
義
務
の
根
拠
が
問
題
に
な
る
。
そ
れ
が
「
権
威
の
原
理
」
と
「
効
用
の
原
理
」
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
、「
外
国
人
」（aliens

）
で
は
な
く
、「
祖
国
」
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
た
ち
の
服
従
義
務
を
説
明
す
る
（
50
）。

ス
ミ
ス
が
社
会
契
約
論
を
批
判
す
る
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
外
国
人
」に
対
す
る
政
府
の
態
度
が
あ
る
。
社
会
契
約
論
に
立
て
ば
、

す
べ
て
の
自
然
人
は
契
約
当
事
者
に
な
れ
る
の
で
国
民
と
し
て
の
適
格
性
を
も
ち
、
法
的
地
位
に
差
を
生
ず
る
原
因
は
、
そ
の
国
で
生
ま

れ
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
契
約
に
同
意
す
る
か
し
な
い
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
の
政
府
は
外
国
人
を
疑
い
の
目
で
見
て
、
そ
の
権

利
を
制
限
し
、
重
い
義
務
を
課
し
て
お
り
、
そ
の
国
で
生
ま
れ
育
ち
、
そ
こ
を
「
祖
国
」
と
す
る
市
民
と
は
ち
が
う
扱
い
を
し
て
い
る
（
51
）。

も
し
も
原
初
契
約
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
外
国
人
は
、
ほ
か
の
国
々
の
中
か
ら
そ
の
国
を
選
ん
で
く
る
の
だ
か
ら
、
そ

の
契
約
に
も
っ
と
も
明
確
な
同
意
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
は
、
外
国
人
が
母
国
へ
の
偏
愛
を
捨
て
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
つ
ね
に
も
ち
、
彼
ら
は
決
し
て
生
粋
の
臣
民
（freeborn

subjects

）
ほ
ど
当
て
に
さ
れ
な
い
の
で

あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
は
こ
の
原
理
に
と
て
も
強
く
影
響
さ
れ
て
お
り
、
外
国
人
は
議
会
制
定
法
に
よ
っ
て
帰
化
し
て
も
な
お
、

公
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
。（LJ

（B

）,17
:
403

）
（
52
）
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そ
れ
ゆ
え
、
社
会
契
約
論
の
代
替
と
し
て
示
さ
れ
る
二
つ
の
原
理
は
「
祖
国
」
を
措
定
す
る
。「
権
威
の
原
理
」
は
、
後
述
の
と
お
り
、

卓
越
し
た
力
に
服
従
し
た
く
な
る
心
理
傾
向
で
あ
る
が
、
そ
の
力
は
古
く
か
ら
存
在
す
る
伝
統
的
権
威
を
も
ち
、「
生
粋
の
臣
民
」
か
ら

見
た
力
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
社
会
契
約
論
に
立
つ
リ
チ
ャ
ー
ド
・
プ
ラ
イ
ス
は
、「
祖
国
」
に
つ
い
て
、「
同
一
の
統
治
機
構
の
も
と
で

わ
た
し
た
ち
と
協
同
し
（associated

w
ith
us

）、
同
一
の
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
、
同
一
の
国
内
行
政
に
よ
っ
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
仲

間
、
友
人
、
親
族
か
ら
な
る
団
体
」
と
定
義
す
る
。
そ
れ
は
、
法
の
下
の
平
等
を
強
調
す
る
ロ
ッ
ク
の
政
治
共
同
体
に
近
い
（
53
）。「
効
用
の

原
理
」
は
、「
共
益
あ
る
い
は
一
般
的
利
益
の
原
理
」
と
も
い
わ
れ
、
一
見
す
る
と
合
理
主
義
的
で
あ
る
が
、
や
は
り
「
祖
国
」
が
前
提

で
あ
る
。「
彼
は
、
自
分
が
そ
の
も
と
で
暮
ら
す
政
府
が
卓
越
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
ま�

た�

そ�

う�

感�

じ�

る�

よ�

う�

に�

幼�

少�

期�

か�

ら�

教�

わ�

っ�

て�

い�

る�

。
つ
ま
り
、
国
事
は
、
一
人
の
手
中
に
お
く
よ
り
も
全
体
の
指
導
下
に
お
く
ほ
う
が
ど
ん
な
に
望
ま
し
い
か
と
感
じ
る
」（LJ

（A

）,

v.121
:
319

）（
傍
点
は
引
用
者
）。
こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
る
の
も
、「
生
粋
の
臣
民
」
が
生
ま
れ
育
っ
た
「
祖
国
」
の
政
府
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
原
理
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
。
ま
ず
、
権
威
の
原
理
は
、「
他
人
の
な
か
に
確
立
し
た
権
威
と
卓
越
性
を
、

自
然
に
尊
重
し
た
く
な
る
心
理
傾
向
」
で
あ
り
、
王
制
に
お
い
て
優
勢
で
あ
る
（LJ

（A

）,v.119

�21
:
318

）。
た
と
え
ば
、
ス
ミ
ス
は

「
権
威
」
の
源
泉
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
古
さ
」（antiquity
）
を
挙
げ
、「
古
来
の
裁
判
管
轄
と
権
限
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
そ
れ
を
得

よ
う
と
も
、
取
得
者
の
権
威
を
高
め
る
。
彼
が
有
す
る
の
は
、
父
や
そ
の
他
の
前
任
者
が
超
記
憶
時
代
（tim

e
im
m
em
orial

）
を
理
由
に

し
て
持
っ
て
い
た
も
の
を
上
回
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
。」
と
い
う
（LJ

（A

）,v.129
:
321

�2

）
（
54
）。
超
記
憶
性
は
、
人
間
の
記
憶
の
及
ば

な
い
「
古
さ
」
で
あ
り
、
長
い
時
間
の
継
続
に
よ
っ
て
権
利
の
存
在
を
推
定
す
る
。
そ
れ
は
、
権
利
の
起
源
を
意
思
表
示
と
し
て
特
定
す

る
社
会
契
約
の
概
念
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
な
お
、
権
威
の
有
力
な
源
泉
で
あ
る
「
富
」
と
「
古
さ
」
の
関
係
は
次
節
で
述
べ
る
。

つ
ぎ
に
、「
効
用
の
原
理
」
は
、
自
他
に
共
通
な
利
益
を
も
た
ら
す
制
度
に
服
従
し
た
く
な
る
心
理
傾
向
で
あ
り
、
民
主
制
に
お
い
て

優
勢
で
あ
る
（LJ

（A

）,v.121
:
318

�9

）。「
確
立
し
た
政
府
が
、
通
常
の
謙
抑
と
そ
れ
な
り
の
節
度
を
も
っ
て
行
動
す
る
と
き
、
そ
れ

二
四

香川法学41巻1・2号（2021）

93（93）



に
服
従
す
る
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
利
益
で
も
あ
り
、
ほ
か
の
す
べ
て
の
人
の
利
益
で
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（LJ

（A

）,v.131
:

322
）。
こ
の
原
理
は
、「
最
も
貧
し
い
人
で
も
、
最
も
裕
福
で
最
も
有
力
な
人
か
ら
被
っ
た
侵
害
に
対
し
て
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
う
法
の
支
配
に
よ
っ
て
権
利
を
保
障
す
る
政
府
を
指
向
す
る
（LJ

（B

）,14
:
402

）。
こ
う
し
て
、「
司
法
と
平
和
」
が
維
持

さ
れ
、「
各
個
人
の
安
全
と
独
立
」
が
可
能
に
な
る
。

こ
の
「
効
用
の
原
理
」
は
、
前
記
プ
ラ
イ
ス
の
「
祖
国
」
と
親
和
的
で
あ
る
が
、
ス
ミ
ス
は
「
権
威
の
原
理
」
を
基
礎
に
お
い
た
（
55
）。

司
法
（Justice

）
の
運
営
が
き
わ
め
て
完
全
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
そ
れ
な
り
に
う
ま
く
い
っ
て
い
れ
ば
、
司
法
を
転
覆
す
る
試

み
か
ら
自
分
と
他
人
に
生
ず
る
結
果
に
戦
慄
し
て
、
ま
す
ま
す
人
は
即
座
に
そ
れ
に
服
従
し
た
く
な
る
﹇
効
用
の
原
理
﹈。
実
際
、

ほ
と
ん
ど
人
は
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
国
制
の
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
気
に
か
け
よ
う
と
は
思
う
ま
い
。
万�

事�

は�

慣�

習�

に�

よ�

っ�

て�

正�

し�

く�

見�

え�

る�

し
、
少
な
く
と
も
、
そ
れ
を
み
て
も
さ
ほ
ど
違
和
感
は
な
い
か
ら
で
あ
る
﹇
権
威
の
原
理
﹈。
こ
の
事
例
で
も
ほ
か
の
多
く

の
事
例
で
も
、
権�

威�

の�

原�

理�

は�

、�

効�

用�

あ�

る�

い�

は�

共�

通�

の�

利�

益�

の�

原�

理�

の�

基�

礎�

で�

あ�

る�

。（LJ

（A

）,v.131

�2
:
322

）（﹇
﹈と
傍
点

は
引
用
者
）

⑵

祖
国
愛
と
の
比
較

そ
れ
で
は
、
社
会
契
約
論
を
代
替
す
る
二
原
理
と
、
前
述
の
「
祖
国
愛
」
を
構
成
す
る
二
原
理
に
相
関
性
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
両
者
を

比
較
し
て
そ
の
異
同
を
考
察
し
よ
う
。

ま
ず
、
祖
国
愛
の
二
原
理
の
う
ち
、
伝
統
的
国
制
を
尊
重
す
る
「
市
民
」
の
気
風
は
、
確
立
し
て
久
し
い
国
制
に
適
応
し
て
い
く
う
ち
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徐
々
に
育
ま
れ
る
愛
着
で
あ
り
、
慣
習
原
理
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
、
そ
れ
は
「
権
威
の
原
理
」
と
の
相
関
性
が
強
い
。

も
っ
と
も
、『
法
学
講
義
』
で
挙
げ
ら
れ
る
権
威
の
源
泉
に
は
、
古
さ
だ
け
で
な
く
、
年
齢
の
高
さ
、
心
身
能
力
の
優
秀
さ
、
富
の
大

き
さ
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
複
合
的
に
存
在
し
う
る
。「
も
し
政
府
が
国
の
な
か
で
長
く
存
続
し
て
お
り
、
適
切
な
収
入
に
支
え
ら
れ
、
同

時
に
、
と
て
も
有
能
な
人
の
手
に
あ
る
な
ら
ば
、
権
威
は
完
全
な
か
た
ち
で
あ
る
。」（LJ

（B

）,14
:
402

）。
と
く
に
、
強
調
さ
れ
る
の

が
、
富
の
大
き
さ
で
あ
る
（
56
）。

貧
し
い
労
働
者
は
金
持
ち
か
ら
何
の
利
益
も
期
待
し
な
い
け
れ
ど
も
、
彼
ら
に
敬
意
を
は
ら
う
強
い
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
原
理
の
十

分
な
説
明
は
、『
道
徳
感
情
論
』
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
以
下
の
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
理
は
、
わ
た
し
た
ち
が
自
分
と

同
等
か
下
位
の
人
た
ち
に
対
し
て
よ
り
も
、
上
位
の
人
た
ち
に
対
し
て
大
き
な
共
感
を
よ
せ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
わ
た

し
た
ち
は
、
上
位
の
人
た
ち
の
幸
福
な
境
遇
を
称
賛
し
、
喜
ん
で
そ
こ
に
入
り
込
み
、
そ
れ
を
促
進
し
よ
う
と
努
め
る
。（LJ

（B

）,

12

�3
:
401

）

し
か
し
、
富
者
に
よ
せ
る
共
感
は
、
そ
れ
が
適
切
で
あ
る
た
め
に
は
慣
習
原
理
を
必
要
と
す
る
（
57
）。
長
い
時
間
を
か
け
て
蓄
積
さ
れ
な
い

富
は
、
共
感
さ
れ
る
程
度
が
低
い
。「
旧
い
家
族
、
つ
ま
り
、
長
い
間
特
別
視
さ
れ
て
き
た
一
族
が
、
そ
の
富
に
よ
っ
て
他
の
家
族
よ
り

も
一
段
と
権
威
を
有
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
成
上
り
者
は
常
に
不
快
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
は
成
上
り
者
が
自
分
た
ち
の
上
を
行

く
こ
と
に
嫉
妬
し
、
自
分
た
ち
も
そ
の
成
上
り
者
と
同
じ
よ
う
に
金
持
ち
に
な
る
資
格
が
あ
る
と
考
え
る
。」（LJ

（B

）,13
:
402

）
（
58
）。
ス

ミ
ス
は
「
成
上
り
者
」
に
つ
い
て
『
感
情
論
』
で
く
わ
し
く
説
明
し
て
い
る
。
成
上
り
者
は
謙
虚
に
ふ
る
ま
え
ず
、
周
囲
の
人
た
ち
の
プ

ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
、
結
局
、
共
感
を
得
る
こ
と
に
失
敗
す
る
（I.ii.5.1.

（
上
）
一
〇
四
�

七
）。
し
た
が
っ
て
、
富
者
が
人
び
と
の
共
感
を

二
六
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得
る
に
は
、
嫉
妬
心
が
湧
か
な
い
と
い
う
条
件
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
条
件
を
与
え
る
の
が
、
時
間
の
（
と
く
に
超
記
憶
的
な
）
継
続
に

よ
っ
て
権
利
を
推
定
す
る
慣
習
の
存
在
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
が
「
自
然
の
教
義
」
で
あ
る
と
い
う
尊
王
心
も
、「
古
い
主
義
」「
習
慣
で
あ
っ

た
畏
服
の
状
態
」（I.iii.2.3.

（
上
）
一
三
六
）
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
慣
習
の
裏
付
け
を
も
た
な
い
絶
大
な
力
に
征
服
さ
れ
る
場
合
、
人

び
と
は
そ
れ
を
畏
敬
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
、「
大
衆
は
、
そ

ん
な
強
力
な
征
服
者
を
だ
れ
か
れ
と
な
く
自
然
に
仰
ぎ
見
た
く
な
り
、
そ
の
目
に
こ
も
る
賞
賛
は
、
た
し
か
に
ず
い
ぶ
ん
浅
は
か
で
愚
か

で
す
」（V

I.iii.30.

（
下
）
一
八
九
）
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
同
類
市
民
の
厚
生
に
努
め
る
「
良
き
市
民
」
の
原
理
は
、
よ
り
開
か
れ
た
公
共
性
を
指
向
す
る
点
で
、「
効
用
の
原
理
」
と

の
相
関
性
が
強
い
。「
良
き
市
民
」
の
「
公
共
心
」
は
、「
同
類
市
民
の
だ
れ
か
が
遭
う
か
も
し
れ
な
い
不
便
や
辛
酸
へ
の
現
実
の
同
類
感

情
」
を
基
礎
に
し
、「
共
感
に
も
と
づ
く
適
切
さ
」
を
も
つ
。
他
方
、
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
、「
効
用
の
原
理
」
も
「
共
感
に
も
と
づ
く

適
切
さ
」
を
も
つ
が
、
こ
の
場
合
の
「
共
感
」
は
、
第
4
部
2
章
の
「
公
共
心
」
と
同
様
、
集
合
的
自
己
へ
の
共
感
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。人

び
と
に
影
響
を
与
え
て
服
従
さ
せ
る
の
は
、
私�

的�

な�

効�

用�

の�

感�

覚�

で�

あ�

る�

よ�

り�

も�

公�

的�

な�

効�

用�

の�

感�

覚�

で
あ
る
。
反
抗
し
て
政
府

の
転
覆
を
企
て
る
ほ
う
が
自
分
の
利
益
に
適
う
場
合
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
、
ほ
か
の
人
た
ち
が
自
分
と
ち

が
う
意
見
を
も
っ
て
お
り
、
自
分
の
計
画
に
手
を
貸
し
て
く
れ
ま
い
と
実
感
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
た
し
は
全�

体�

の�

善�

に
関
し
て
政

府
が
下
す
決
定
に
服
従
す
る
。（LJ

（B

）,14
:
402

）（
傍
点
は
引
用
者
）

こ
れ
は
、「
公
的
な
効
用
」「
全
体
の
善
」
の
た
め
に
「
私
的
な
効
用
」「
自
分
の
利
益
」
を
犠
牲
に
す
る
「
公
共
心
」
の
例
で
あ
り
、「
国
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民
」
や
「
市
民
」
と
一
体
化
し
た
第
4
部
2
章
の
「
若
い
司
令
官
」
や
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ス
と
同
じ
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
上
記
の
例
は
、
政

府
へ
の
反
逆
で
あ
り
、
集
合
的
自
己
と
の
「
一
体
化
」
と
相
容
れ
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、「
公
的
な
効
用
」「
全
体
の
善
」
の
存

在
は
疑
わ
れ
て
お
ら
ず
、「
私
的
な
効
用
」
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
が
、
全
体
社
会
の
視
点
か
ら
正
当
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
反
逆
者
は
、

多
数
意
見
の
支
持
（
共
感
）
を
得
て
み
ず
か
ら
が
多
数
派
に
な
ら
な
け
れ
ば
行
動
し
な
い
、
つ
ま
り
、
多�

数�

者�

に�

「�

忠�

節�

」�

を�

尽�

く�

す�

反�

逆�

者�

で
あ
る
。「
忠
節
」
と
は
、
法
や
道
徳
に
反
す
る
相
手
に
さ
え
も
誠
実
で
あ
る
こ
と
を
無
差
別
に
要
求
す
る
徳
で
あ
る
（V

II.iv.13.

（
下
）
三
七
九
）。
彼
の
「
公
共
心
」
は
、
第
6
部
の
「
良
き
市
民
」
と
は
異
な
り
、「
全
体
の
善
」（
多
数
者
の
利
益
）
に
対
し
て
反
省
的

で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、
エ
ピ
ク
テ
ト
ゥ
ス
の
「
共
同
体
論
」
に
も
と
づ
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
反
逆
者
が
い
だ
く
「
公
的
な
効
用
の
感
覚
」「
公
共
心
」
に
「
適
切
さ
」
を
与
え
る
の
は
、
み
ず
か
ら
も
そ
の
一
員
で
あ
る
多
数
者
の

集
合
的
自
己
の
共
感
で
あ
る
。

し
か
し
、
多
数
者
に
忠
節
を
尽
く
す
反
逆
者
と
は
ち
が
う
反
逆
者
が
、
以
下
の
第
6
版
へ
の
増
補
部
分
に
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
多
数

意
見
を
批
判
し
、
み
ず
か
ら
の
判
断
に
忠
実
な
「
真
の
畏
敬
さ
れ
る
公
平
な
観
察
者
」
で
あ
る
。

反
逆
者
も
異
端
者
も
不
運
な
人
た
ち
で
あ
る
―
―
こ
の
事
実
は
わ
ざ
わ
ざ
認
定
す
る
ま
で
も
な
い
と
わ
た
し
は
推
測
し
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
世
情
が
あ
る
程
度
ま
で
物
騒
に
な
っ
て
き
ま
す
と
、
彼
ら
は
不
幸
に
も
劣
勢
の
党
派
に
属
す
る
か
ら
で
す
。
党
争
で
気
が
動

転
し
た
国
民
の
な
か
に
あ
っ
て
、
世
に
広
ま
る
邪
見
に
染
ま
ら
ず
自
己
の
判
断
を
保
つ
わ
ず
か
な
人
た
ち
が
、
ふ
つ
う
は
き
わ
め
て

少
数
で
す
が
、
た
し
か
に
い
つ
だ
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
彼
ら
は
、
み
ず
か
ら
の
率
直
さ
の
せ
い
で
、
ど
ち
ら
の
党
の
密
議
か
ら
も

締
め
だ
さ
れ
、
影
響
力
を
も
た
ず
、
彼
ら
の
力
を
合
わ
せ
て
も
、
あ
ち
こ
ち
に
点
在
す
る
孤
独
な
個
人
同
然
で
す
。
…
…
で
す
か
ら
、

張
り
合
う
党
派
が
暴
れ
、
逆
上
す
る
さ
な
か
ほ
ど
、
真
の
畏
敬
さ
れ
る
公
平
な
観
察
者
が
遠
く
に
い
る
と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
八
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（III.3.43,

（
上
）
四
四
七
）

さ
て
、「
権
威
の
原
理
」
が
「
効
用
の
原
理
」
の
基
礎
に
あ
る
こ
と
は
前
記
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
似
た
関
係
が
、
祖
国
愛
を

構
成
す
る
二
原
理
の
あ
い
だ
に
も
見
ら
れ
る
。
伝
統
的
国
制
を
重
ん
じ
る
「
市
民
」
の
部
分
社
会
へ
の
偏
愛
は
、
同
類
市
民
の
厚
生
に
努

め
る
「
良
き
市
民
」
の
公
共
政
策
に
対
し
て
抑
制
的
に
は
た
ら
く
（
59
）。

こ
の
偏
愛
は
、
革
新
の
精
神
を
制
止
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
国
家
の
細
分
化
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
多
様
な
団
体
や
集
団
の
あ
い
だ
に
確

立
し
て
久
し
い
ど
ん
な
均
衡
も
保
存
す
る
率
が
高
く
、
当
座
に
流
行
す
る
大
衆
迎
合
的
な
施
政
変
更
を
妨
げ
る
と
映
る
こ
と
が
あ
る

半
面
、
国
家
シ
ス
テ
ム
全
体
の
安
定
性
と
永
続
性
に
現
実
的
な
貢
献
を
し
ま
す
。（V

I.ii.2.10.

（
下
）
一
三
八
�

九
）

こ
の
よ
う
に
、「
市
民
の
原
理
」
と
「
権
威
の
原
理
」
は
、
確
立
し
て
久
し
い
伝
統
的
権
威
に
服
従
し
た
く
な
る
心
理
傾
向
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
継
続
す
る
環
境
に
人
間
を
適
応
さ
せ
る
慣
習
の
原
理
で
あ
り
、
歴
史
的
伝
統
に
従
う
行
為
に
対
し
て
「
慣
習
に
も
と
づ
く
適
切

さ
」
を
与
え
る
。
た
だ
し
、
権
威
の
源
泉
が
複
合
的
に
存
在
し
う
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、「
良
き
市
民
の
原
理
」
と
「
効

用
の
原
理
」
は
、
他
人
の
幸
福
を
促
進
し
た
く
な
る
心
理
傾
向
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
他
人
の
境
遇
に
人
間
を
入
り
込
ま
せ
る
共
感
の
原
理

で
あ
り
、
そ
の
境
遇
を
改
善
す
る
行
為
に
対
し
て
「
共
感
に
も
と
づ
く
適
切
さ
」
を
与
え
る
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
の
「
他
人
」
が
集
合

的
自
己
を
ふ
く
む
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

アダム・スミスの「公共心」の再定義と「祖国愛」（山本）

88（88）

二
九



五

伝
統
的
国
制
の
内
実

以
上
の
よ
う
に
、「
祖
国
愛
」
と
、
社
会
契
約
論
の
代
替
原
理
と
の
あ
い
だ
に
は
違
い
も
あ
る
が
、
総
じ
て
強
い
相
関
性
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
慣
習
に
も
と
づ
く
適
切
さ
」
と
「
共
感
に
も
と
づ
く
適
切
さ
」
を
含
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
原
理
は
、

政
治
生
活
に
お
け
る
一
般
市
民
の
心
理
傾
向
で
あ
り
、
一
定
の
「
国
制
」
を
支
持
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
「
国
制
」
は
、
こ
の
二
重

の
意
味
で
「
適
切
さ
」
を
も
つ
。
で
は
、
そ
の
適
切
な
「
国
制
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
本
章
で
は
、
そ
れ
が
違
う
タ
イ
プ
の
「
混

合
国
制
」
で
あ
り
、
異
な
る
仕
方
で
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
（
60
）。

⑴
「
混
合
国
制
」
の
三
タ
イ
プ

本
稿
三
で
み
た
よ
う
に
、「
祖
国
愛
」
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
る
「
確
立
し
て
久
し
い
現
行
の
国
制
や
統
治
形
態
」
の
内
実
は
、
多
様
な

身
分
団
体
や
社
会
集
団
―
―
ロ
ー
カ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―
―
か
ら
な
る
「
多
元
的
共
同
体
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
権
威
の
原

理
」
と
「
効
用
の
原
理
」
が
あ
い
ま
っ
て
支
持
す
る
国
家
は
、
王
制
、
貴
族
制
、
民
主
制
が
融
合
し
た
「
混
合
国
制
」
で
あ
り
、
自
治
的

団
体
が
集
ま
る
「
多
元
的
共
同
体
」
と
は
ち
が
う
よ
う
に
見
え
る
。
ス
ミ
ス
は
『
法
学
講
義
』
で
、
政
府
を
も
た
な
い
狩
猟
採
集
社
会
か

ら
政
府
が
誕
生
し
て
発
展
す
る
過
程
を
歴
史
的
に
跡
づ
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
体
の
興
亡
を
概
観
し
な
が
ら
、
ブ

リ
テ
ン
の
「
混
合
国
制
」
に
説
き
及
ん
だ
（LJ

（B

）,18

�99
:
404

�37

）。「
こ
う
し
て
ブ
リ
テ
ン
に
は
自
由
の
合
理
的
シ
ス
テ
ム
が
導

入
さ
れ
た
。
議
会
は
二
百
名
の
貴
族
院
議
員
と
五
百
名
の
庶
民
院
議
員
か
ら
な
る
。
庶
民
院
が
す
べ
て
の
公
的
事
案
を
ほ
ぼ
管
理
し
、
た

三
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と
え
ば
財
政
法
案
は
同
院
に
先
議
権
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
す
べ
て
の
異
な
る
種
類
の
統
治
形
態
が
適
度
な
制
約
の
も
と
で
幸
福
に
混
合

し
て
お
り
、
自
由
と
財
産
に
対
す
る
完
全
な
保
障
が
あ
る
（
61
）。」（LJ

（B

）,63
:
421

�2

）

し
か
し
、「
多
元
的
共
同
体
」
は
、「
混
合
国
制
」
の
ひ
と
つ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
、
社
会
契
約
論

批
判
と
祖
国
愛
論
は
、
一
連
の
議
論
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
ロ
ウ
ス
ン（c.1598

�1678

）は
、「
純
粋
な
王
制
、

純
粋
な
貴
族
制
、
純
粋
な
民
主
制
は
存
在
し
な
い
。
す
べ
て
の
国
家
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
混
合
あ
る
い
は
調
合
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ゆ
え
安
定
し
て
い
る
（
62
）。」
と
い
う
考
え
方
に
た
ち
、
三
つ
の
タ
イ
プ
の
「
混
合
国
制
」
論
を
挙
げ
た
。
ロ
ウ
ス
ン
は
、
社
会
契
約
論
に

も
と
づ
く
ホ
ッ
ブ
ズ
の
集
権
的
国
家
を
批
判
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
「
混
合
国
家
」（a

m
ixed

state

）
の
あ
り
か
た
を
考
察
し
て
、
ロ
ッ
ク

に
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
（
63
）。

そ
の
第
一
は
、「
古
来
の
国
制
」
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
権
力
間
の
調
和
を
慣
習
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
「
古
来

の
自
由
」
を
保
障
す
る
議
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ピ
ュ
リ
タ
ン
革
命
以
前
に
、
主
と
し
て
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ク
ッ
ク
な
ど
コ
モ
ン
・
ロ
ー
法

律
家
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
、「
ノ
ル
マ
ン
人
の
征
服
」
を
生
き
延
び
た
慣
習
と
し
て
理
解
さ
れ
、
ク
ッ
ク
は
そ
れ
を

「
歳
月
の
積
み
重
ね
の
な
か
で
無
数
の
偉
大
な
学
識
者
に
よ
っ
て
く
り
返
し
研
磨
さ
れ
て
き
た
も
の
」
と
述
べ
て
い
る
（
64
）。

第
二
は
、「
混
合
王
政
」
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
王
、
貴
族
院
、
庶
民
院
を
対
等
な
協
働
権
力
（co-ordinate

pow
ers

）
と
と
ら
え
、

そ
れ
ぞ
れ
に
拒
否
権
を
与
え
て
主
権
を
分
割
し
、
権
力
間
の
均
衡
を
図
る
議
論
で
あ
る
。
こ
の
均
衡
は
、「
古
来
の
国
制
」
の
慣
習
に
も

と
づ
く
調
和
と
は
異
な
り
、
力
ず
く
の
対
立
に
転
化
す
る
危
険
を
容
認
し
、
そ
れ
を
調
停
す
る
の
は
「
理
性
と
良
心
の
上
位
法
」
で
あ
る

と
さ
れ
る
（
65
）。

第
三
は
、「
多
元
的
共
同
体
」
論
で
あ
る
。
共
同
体
は
歴
史
的
所
産
で
あ
り
、
そ
の
実
体
は
、
聖
俗
の
行
政
単
位
、
自
治
法
規
を
制
定

で
き
る
都
市
、
大
学
や
商
事
会
社
な
ど
の
諸
団
体
で
あ
る
が
、
政
治
権
力
に
つ
い
て
は
複
数
の
州
が
統
一
政
府
に
先
立
っ
て
分
有
す
る
（
66
）。
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「
臣
民
は
だ
れ
し
も
、
第
一
に
、
祖
国
に
対
し
て
忠
実
た
る
義
務
を
負
い
、
し
か
る
の
ち
に
、
法
律
・
自
由
・
国
教
の
維
持
を
誓
う
国
王

に
対
し
て
忠
実
た
る
義
務
を
負
う
（
67
）。」
そ
の
「
祖
国
」
は
、
州
の
連
合
体
で
あ
る
。「
基
本
的
国
制
が
変
更
さ
れ
る
以
前
に
、
ま
ず
、
人
民

は
自
由
の
原
初
状
態
、
す
な
わ
ち
、
共
同
体
に
回
帰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
共
同
体
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
あ
っ
て
は
議
会
で
は

な
く
、
四
〇
個
の
州
（
カ
ウ
ン
テ
ィ
）
で
あ
る
（
68
）。」
基
本
的
国
制
を
決
定
す
る
の
は
憲
法
制
定
権
力
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
つ
の
は
王
で
も

議
会
で
も
な
く
、「
共
同
体
」＝

「
州
の
連
合
体
」
で
あ
る
。

⑵

ス
ミ
ス
の
「
憲
法
論
」

上
の
三
つ
の
タ
イ
プ
の
混
合
国
制
の
う
ち
、
ス
ミ
ス
が
、「
古
来
の
国
制
」
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
「
国
民
」
の
法
感
情
を
体
現
す
る
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
は
、
そ
れ
ら
の

法
﹇
ロ
ー
マ
法
と
教
会
法
﹈
か
ら
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
か
の
国
民
の
法
か
ら
も
借
用
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
、
…
わ
り
あ
い
世
人
の
自
然

な
感
情
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
」（LJ

（A

）,ii.75
:
98

）（﹇
﹈は
引
用
者
）。
こ
の
タ
イ
プ
の
国
制
は
、
慣
習
原
理
の
所
産
で
あ
る
が
、

「
効
用
の
原
理
」
の
関
与
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
複
数
の
裁
判
所
が
競
い
合
っ
て
管
轄

権
を
拡
大
し
、
よ
り
多
く
の
救
済
手
段
を
人
び
と
に
提
供
し
た
（LJ

（B

）,63

�71
:
422

�5

）。『
国
富
論
』
で
も
、「
平
等
で
公
正
な
司

法
行
政
は
、
ブ
リ
テ
ン
の
も
っ
と
も
卑
賤
な
臣
民
の
権
利
を
、
も
っ
と
も
有
力
な
人
び
と
に
も
尊
重
さ
せ
、
各
人
に
彼
自
身
の
勤
労
の
成

果
の
安
全
を
保
障
す
る
」（（
三
）
二
〇
八
。W

N
,
IV
.vii.c.54

:
610

）
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
効
用
の
原
理
」
が
関
与
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
（
本
稿
四
⑴
参
照
）。

ス
ミ
ス
が
「
混
合
王
政
」
論
を
支
持
す
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
（
69
）。
一
七
世
紀
に
ハ
ン
ト
ン
が
説
い
た
「
混
合
王
政
」
論
は
「
原
初
契

三
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約
」
に
立
っ
て
お
り
（
70
）、
そ
の
点
で
は
ス
ミ
ス
の
批
判
を
免
れ
な
い
が
、
理
論
的
枠
組
み
は
支
持
さ
れ
て
い
る
。

主
権
が
異
な
る
担
い
手
の
あ
い
だ
で
分
割
さ
れ
る
と
き
、
主
権
全
体
が
ど
こ
ま
で
連
携
し
て
ゆ
け
る
か
を
述
べ
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
が
、
そ
れ
を
分
か
ち
持
つ
い
ず
れ
か
が
適
法
な
限
界
を
踏
み
越
え
る
時
点
を
確
認
す
る
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

そ
れ
を
担
う
あ
る
も
の
が
別
の
も
の
に
属
す
る
権
限
を
行
使
し
よ
う
と
試
み
る
場
合
は
い
つ
で
も
簡
単
に
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ

り
、
た
と
え
ば
、
議
会
ま
た
は
国
王
が
立
法
権
者
と
し
て
行
動
す
る
と
き
に
他
方
の
同
意
を
得
な
い
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
…
…
政

府
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
は
、
各
自
の
分
野
に
対
し
て
完
全
な
権
利
を
も
つ
な
ら
ば
、
そ
の
分
野
に
お
い
て
力
ず
く
で
自
衛
す
る
資
格

が
あ
る
と
想
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（LJ

（A

）,v.141

�2
:
326

�7

）

こ
の
記
述
か
ら
は
社
会
契
約
論
の
代
替
原
理
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
が
、
Ｂ
ノ
ー
ト
の
対
応
箇
所
に
は
そ
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
ブ
リ
テ
ン
で
は
、
国
王
は
絶
対
的
な
行
政
権
と
裁
判
権
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
庶
民
院
は
国
王
の
任
命
し
た
大
臣
を
弾
劾
す
る
権

限
を
持
ち
、
ま
た
、
裁
判
官
は
国
王
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
は
国
王
か
ら
独
立
し
た
存
在
に
な
る
。
立
法
権
は
、
国
王
と
議

会
が
一
体
と
し
て
有
す
る
絶
対
的
権
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
統
治
が
い
か
な
る
原
理
に
基
づ
い
て
い
よ
う
と
も
、
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
で

抵
抗
が
適
法
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
な
濫
用
は
確
か
に
存
在
す
る
。」（LJ

（B

）,93
:
434

）。
こ
こ
で
は
、「
絶
対
的
権
力
」
の
間
の
対

抗
関
係
が
示
さ
れ
る
が
、
同
時
に
、
主
権
全
体
に
対
す
る
人
民
の
抵
抗
権
が
言
及
さ
れ
る
。
ス
ミ
ス
は
抵
抗
権
そ
の
も
の
を
否
定
し
な
い

が
、
原
初
契
約
か
ら
抵
抗
権
を
導
く
こ
と
に
反
対
し
、
む
し
ろ
、
ブ
リ
テ
ン
で
は
、
王
制
下
で
優
勢
な
「
権
威
の
原
理
」（
そ
の
極
端
な

現
れ
の
絶
対
王
制
下
で
は
抵
抗
権
が
行
使
さ
れ
や
す
い
）
と
、
民
主
制
下
で
優
勢
な
「
効
用
の
原
理
」（
そ
の
帰
結
と
し
て
公
共
の
会
議

と
法
廷
が
頻
繁
に
開
か
れ
る
）が
と
も
に
存
在
し
て
お
り
、
抵
抗
権
の
発
動
が
抑
制
さ
れ
る
と
論
じ
て
い
る（LJ

（B

）,93

�5
:
434

�5

）。
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こ
こ
で
は
、
三
権
の
水
平
的
な
「
混
合
」
と
と
も
に
、
政
府
権
力
と
人
民
権
力
の
い
わ
ば
垂
直
的
な
「
混
合
」
が
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

ス
ミ
ス
が
「
混
合
王
政
」
論
を
展
開
す
る
文
脈
は
、「
祖
国
愛
」
の
形
成
と
い
う
点
か
ら
み
て
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
名
誉
革
命
に

お
け
る
「
古
来
の
権
利
の
回
復
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
民
の
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
自
由
を
位
置
づ
け
る

議
論
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
に
よ
る
と
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
二
世
兼
七
世
は
、『
権
利
の
請
願
』に
反
し
て
行
動
し
、
ま
た
、
国
の
宗
教
を
カ
ト
リ
ッ

ク
に
変
更
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
王
位
を
剝
奪
さ
れ
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
家
は
王
位
継
承
権
を
失
っ
た
。
実
際
に
は
、
こ
の
あ
と
同
家
は
ア

ン
女
王
ま
で
つ
づ
く
が
、
そ
れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
民
の
寛
大
な
措
置
で
あ
っ
た
。「
た
し
か
に
、
彼
ら
﹇
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
民
﹈
は
、

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
一
族
全
部
を
無
視
し
て
、
自
分
た
ち
が
好
む
者
を
国
王
と
し
て
選
択
し
て
い
た
と
し
て
も
許
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
と
い
う

の
は
、
反
逆
の
罪
を
犯
し
た
者
の
子
孫
は
い
か
な
る
財
産
も
永
久
に
継
承
し
え
ず
、
し
か
ら
ば
、
元
首
が
人
民
に
対
す
る
義
務
に
違
反
す

れ
ば
、
王
位
に
対
す
る
一
切
の
権
原
を
永
久
に
没
取
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。」（LJ

（A

）,v.149
:
330

）

（﹇

﹈
は
引
用
者
）。
王
も
「
法
の
支
配
」
に
服
す
る
（
71
）。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
と
き
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
固
有
の
議
会
を
も
っ
て
い
た
が
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
兼
六
世
の
即
位
（
一
六
〇
三
年
）
以

来
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
同
君
連
合
の
関
係
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
家
が
王
位
継
承
権
を
失
い
、
こ
の
連
合
が
解
消
す
れ
ば
、

そ
れ
に
代
わ
る
「
合
邦
法
」
が
い
ず
れ
必
要
に
な
る
。
そ
し
て
、
合
邦
後
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
が
古
来
の
権
利

を
回
復
し
た
歴
史
を
共
有
し
、「
ブ
リ
テ
ン
国
民
」と
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
キ
ッ
ド
教
授
に
よ
る
と
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
愛
国
主
義
は
、文
化
的
な
独
自
性
を
示
し
た
が
、み
ず
か
ら
の
過
去
に
政
治
的
・
制
度
的
な
価
値
を
見
い
だ
せ
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。「
近
代
的
自
由
」
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
入
っ
て
き
た
の
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
合
邦
に
よ
る
（
72
）。
ス
ミ
ス
が
こ
こ
で
混

合
王
政
を
「
ブ
リ
テ
ン
」
の
国
制
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
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ス
ミ
ス
の
祖
国
愛
論
に
見
ら
れ
る
「
多
元
的
共
同
体
」
は
、
混
合
国
制
の
第
三
の
タ
イ
プ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
記
述
は
一
般

的
・
抽
象
的
で
あ
り
、
実
像
を
『
感
情
論
』
だ
け
か
ら
知
る
の
は
む
ず
か
し
い
（
73
）。
そ
こ
で
、『
国
富
論
』
に
も
目
を
向
け
、
そ
の
実
体
を

構
成
し
よ
う
。

多
元
的
共
同
体
は
、
国
内
的
に
み
れ
ば
、
貴
族
階
層
、
自
治
都
市
と
自
治
州
、
き
わ
め
て
偉
大
な
個
人
と
上
流
の
身
分
団
体
な
ど
の
混

合
で
あ
る
が
（V

I.ii.2.18.

（
下
）
一
四
六
）、
こ
う
し
た
実
体
の
ロ
ー
カ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
い
く
つ
か
集
合
し
て
広
域
の
「
多
元
的

共
同
体
」
を
形
成
す
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
国
富
論
』
で
は
、
古
代
の
ギ
リ
シ
ャ
と
ロ
ー
マ
に
お
け
る
母
都
市
と
植
民
地
の
関

係
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ャ
の
場
合
、
母
都
市
と
植
民
地
は
道
徳
的
に
は
親
子
関
係
と
し
て
理
解
さ
れ
た
が
、
政
治
的
に
は
そ
れ

ぞ
れ
が
独
立
国
の
よ
う
に
統
治
権
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ー
マ
の
場
合
、
植
民
地
は
一
種
の
自
治
体
（corporation

）
で

あ
り
、
自
治
法
規
の
制
定
権
は
あ
っ
た
が
、
母
都
市
の
統
治
権
に
服
し
た
（（
三
）
一
〇
八
�

一
二
。W

N
,
IV
.vii.a.1

�3
:
556

�8

）。

し
か
し
、
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
近
代
に
お
け
る
多
元
的
共
同
体
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
合
邦
に
言
及
し
て
、
合
邦
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
中
産
階
級
以
下
の
人
々
を
貴
族
的
支
配
か
ら
完
全
に
解
放
し
た
と
評
価
す
る

（（
四
）
三
五
四
。W

N
,
V
.iii.89

:
944

）。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、「
合
邦
法
」
が
両
国
の
裁
判
制
度
の
ち
が
い
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
人
び

と
の
権
利
を
平
等
に
保
障
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
「
合
邦
法
」
は
、
成
文
憲
法
で
あ
っ
た
（
74
）。
そ
れ
を
制
定
す
る
権
力
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
政
治
共
同
体
に
分
有
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ブ
リ
テ
ン
本
国
と
北
米
植
民
地
の
関
係
に
つ
い
て
、
北
米
植
民
地
に
議
席
を
与
え
る
と
い
う
ス
ミ
ス
の
提
案
に
は
、
多
元
的
共

同
体
内
の
「
王
制
的
な
部
分
」（
本
国
）
と
「
民
主
制
的
部
分
」（
北
米
植
民
地
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
（（
三
）
二
三
一
�

四
。

W
N
,
IV
.vii.c.77

�8
:
624

�5

）
（
75
）。
そ
こ
で
は
、「
母
国
の
強
制
的
な
力
」
が
植
民
地
で
の
党
派
争
い
を
抑
制
し
て
い
た
と
い
わ
れ
（（
四
）

三
五
五
。W

N
,
V
.iii.90

:
945

）、
実
定
法
の
遵
守
と
政
府
へ
の
服
従
を
促
す
「
市
民
の
原
理
」
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
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多
様
な
政
治
共
同
体
の
「
合
邦
」
が
、
人
び
と
を
「
中
立
的
で
公
平
な
観
察
者
」
に
し
、「
党
派
心
」（the

spirit
of
party

）
を
抑
制
す

る
と
も
い
わ
れ
る
。「
党
派
心
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
よ
り
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ほ
う
が
広
ま
っ
て
い
な
い
。
合
邦
が
お
こ
な
わ
れ
れ
ば
、

そ
れ
は
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
で
は
、
お
そ
ら
く
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
よ
り
も
広
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ
し
て
植
民
地
は
お
そ
ら
く
、
ブ
リ
テ
ン

帝
国
の
ど
の
地
方
で
も
現
在
知
ら
れ
て
い
な
い
程
度
の
一
致
と
統
一
を
、
ま
も
な
く
享
受
す
る
だ
ろ
う
。」（（
四
）三
五
五
�

六
。W

N
,
V
.iii.

90
:
945

）。
こ
こ
に
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
壁
を
越
え
る
「
公
共
心
」
を
も
っ
た
「
良
き
市
民
」
が
展
望
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
（
76
）。

「
多
元
的
共
同
体
」
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
多
様
な
個
人
や
団
体
が
共
生
す
る
社
会
で
あ
り
、『
感
情
論
』
で
は
チ
ェ
ス
に
た
と
え
ら
れ

て
い
る
。「
人
間
社
会
と
い
う
大
き
な
チ
ェ
ス
盤
で
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
駒
に
そ
れ
自
身
の
運
動
原
理
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
立
法
府

が
各
駒
に
押
し
つ
け
た
い
と
思
う
原
理
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
ち
が
う
」（V

I.ii.2.17.

（
下
）
一
四
四
）
可
能
性
が
あ

り
、「
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
原
理
が
反
発
し
た
り
、
食
い
ち
が
っ
た
り
す
れ
ば
、
そ
の
ゲ
ー
ム
の
進
行
は
無
残
で
あ
っ
て
、
人
間
社
会
は
い

つ
の
時
代
で
も
無
秩
序
の
き
わ
み
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
」（V

I.ii.2.17.

（
下
）
一
四
四
�

五
）
と
い
わ
れ
る
。

チ
ェ
ス
の
駒
は
、
そ
の
種
類
に
応
じ
て
許
さ
れ
る
動
き
が
異
な
り
、「
運
動
原
理
」
は
多
様
で
あ
る
。
ゲ
ー
ム
は
そ
の
多
様
な
原
理
の

束
で
あ
る
。
一
方
、
人
間
社
会
は
、
個
人
ま
た
は
団
体
か
ら
成
り
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
固
有
の
「
行
動
原
理
」
を
も
つ
。
こ
の
行
動
原
理

は
、「
祖
国
愛
」
の
要
素
に
照
ら
せ
ば
、
二
通
り
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
、「
慣
習
に
も
と
づ
く
適
切
さ
」
を
有
す
る
慣

習
法
上
の
権
利
（
一
般
的
慣
習
法
上
の
一
般
的
権
利
と
特
定
慣
行
上
の
特
権
）
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、「
共
感
に
も
と
づ
く
適
切
さ
」

を
有
す
る
自
然
法
上
の
権
利
（
正
義
そ
の
他
の
道
徳
上
の
一
般
的
準
則
に
抵
触
し
な
い
行
動
の
自
由
）
で
あ
る
（
77
）。
各
個
人
や
団
体
は
、
こ

う
し
た
権
利
を
さ
ま
ざ
ま
に
組
み
合
わ
せ
て
束
ね
持
つ
人
格
で
あ
る
。

社
会
は
こ
れ
ら
の
多
様
な
権
利
主
体
の
総
体
で
あ
る
が
、
立
法
者
に
よ
っ
て
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
と
、「
無
秩
序
」
が
発
生
す
る
。
そ
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の
よ
う
な
立
法
者
と
し
て
、「
国
家
が
彼
ら
自
身
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
自
身
が
国
家
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
の
で

は
な
い
」（V

I.ii.2.18.

（
下
）
一
四
六
）
と
考
え
る
君
主
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、「
貴
族
の
権
威
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
、
自

治
都
市
と
自
治
州
の
特
権
を
剝
奪
す
る
こ
と
、
国
家
に
所
属
す
る
き
わ
め
て
偉
大
な
個
人
と
上
流
の
身
分
団
体
を
も
ろ
と
も
に
、
非
力
で

卑
小
き
わ
ま
り
な
い
個
人
や
団
体
の
よ
う
に
、
命
令
に
楯
突
け
な
く
す
る
こ
と
」（ibid.

）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
専
制
君
主
は
、
社
会

の
多
様
性
を
破
壊
し
、
各
人
の
権
利
を
侵
害
す
る
。

専
制
君
主
の
例
で
は
慣
習
法
上
の
権
利
の
侵
害
が
問
題
に
さ
れ
る
が
、
自
然
法
上
の
権
利
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
、
別

の
箇
所
で
「
富
・
名
誉
・
昇
進
を
求
め
て
競
争
す
る
場
合
、
人
は
全
力
で
疾
走
し
、
全
神
経
と
全
筋
力
を
緊
張
さ
せ
て
、
ほ
か
の
走
者
を

す
べ
て
追
い
抜
い
て
も
許
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
も
し
も
彼
が
ほ
か
の
走
者
を
押
し
の
け
た
り
、
転
倒
さ
せ
た
り
す
れ
ば
、
…
…
観
戦
者

は
、
被
害
者
の
自
然
な
憤
り
に
迷
わ
ず
共
感
す
る
」
と
述
べ
る
（II.ii.2.1.

（
上
）
二
一
七
�

八
）。
対
等
な
市
民
同
士
の
あ
い
だ
で
権
利
が

侵
害
さ
れ
て
も
、「
観
戦
者
」＝

「
公
平
な
観
察
者
」
が
「
フ
ェ
ア
・
プ
レ
ー
」
を
要
求
す
る
か
ぎ
り
、「
無
秩
序
」
に
は
至
ら
な
い
（
い
わ

ゆ
る
「
私
的
自
治
」）。
無
秩
序
の
原
因
は
、
こ
の
対
等
な
権
利
関
係
に
も
と
づ
く
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
を
変
更
す
る
「
立
法
」
で
あ
る
。
ス

ミ
ス
は
『
国
富
論
』
で
、
植
民
地
貿
易
の
独
占
を
国
家
の
構
造
的
欠
陥
と
み
な
し
、
そ
れ
を
許
す
法
律
を
緩
和
す
る
以
外
に
、「
完
全
な

自
由
と
正
義
の
自
然
な
体
系
」
を
回
復
す
る
方
法
は
な
い
と
い
う
（（
三
）
二
〇
一
。W

N
,
IV
.vii.c.44

:
606

）。
ま
た
、
政
府
は
宗
教
に

干
渉
し
て
特
定
の
教
派
の
独
占
を
許
し
て
は
な
ら
ず
（
政
教
分
離
）、
も
し
数
百
数
千
の
小
教
派
が
政
府
か
ら
平
等
な
宗
教
的
活
動
を
許

さ
れ
る
な
ら（
信
教
の
自
由
）、
各
指
導
者
は
、
互
い
に
尊
敬
し
あ
い
、
譲
歩
し
て
、
合
理
的
な
教
え
を
説
く
よ
う
に
な
る
と
い
う
。（（
四
）

六
八
�

七
一
。W
N
,
V
.i.g.7

�8
:
791

�3 （78
））。
こ
の
よ
う
な
経
済
的
自
由
、
宗
教
的
自
由
の
弁
証
は
、「
ゲ
ー
ム
」
の
独
占
を
許
す
立
法
が

多
様
な
市
場
や
教
会
の
共
生
を
破
壊
す
る
と
い
う
議
論
で
も
あ
る
。
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⑶

プ
ラ
イ
ス
と
の
比
較

以
上
の
よ
う
に
、
祖
国
愛
と
、
社
会
契
約
論
の
代
替
原
理
が
支
持
す
る
の
は
「
混
合
国
制
」
で
あ
り
、
そ
の
タ
イ
プ
は
異
な
る
が
、
い

ず
れ
に
お
い
て
も
「
慣
習
に
も
と
づ
く
適
切
さ
」
と
「
共
感
に
も
と
づ
く
適
切
さ
」
が
と
も
に
含
ま
れ
、
と
く
に
前
者
に
よ
っ
て
国
制
は

安
定
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
通
常
の
場
合
で
あ
る
。『
感
情
論
』
第
6
版
に
は
、
両
者
の
あ
い
だ
に
亀
裂
が
生
じ
る
非
常
の
ケ
ー
ス

が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

公
然
と
不
満
が
示
さ
れ
、
党
派
が
争
い
、
秩
序
が
乱
れ
る
時
代
に
、
上
の
ふ
た
つ
の
原
理
﹇
市
民
の
原
理
と
良
き
市
民
の
原
理
﹈
は

別
々
の
軌
道
を
描
き
、
知
恵
あ
る
人
で
さ
え
、「
国
制
や
統
治
形
態
の
現
状
は
、
公
共
の
静
穏
を
維
持
す
る
能
力
を
明
ら
か
に
欠
く

と
映
る
。
な
に
が
し
か
の
変
更
を
そ
こ
に
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
た
く
な
っ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
ん
な
場
合
、「
真
の
愛
国
者
と
し
て
、
旧
体
制
の
権
威
を
支
持
し
・
そ
の
再
建
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
い
つ
で
あ
り
、

ま
た
、
も
っ
と
大
胆
だ
が
危
険
な
こ
と
も
多
い
革
新
の
精
神
に
譲
歩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
い
つ
で
あ
る
か
」
と
い
う
問
題
に

決
着
を
つ
け
る
に
は
、
国
政
上
の
知
恵
を
最
大
限
に
駆
使
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。（V

I.ii.2.12.

（
下
）
一
三
九
�

四
〇
）
（
79
）（﹇

﹈
は

引
用
者
）

「
市
民
」
と
「
良
き
市
民
」
が
分
裂
す
る
典
型
は
内
戦
で
あ
る
。
ピ
ュ
リ
タ
ン
革
命
は
、
伝
統
的
国
制
、
い
わ
ゆ
る
「
古
来
の
国
制
」

の
崩
壊
で
あ
っ
た
。
こ
の
国
制
は
、『
権
利
の
請
願
』
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
臣
民
」
が
慣
習
法
上
有
す
る
権
利
の

保
障
体
制
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
崩
壊
す
る
過
程
で
、「
臣
民
」
で
は
な
く
、「
人
間
」
の
権
利
、
い
わ
ゆ
る
「
自
然
権
」
が
主
張
さ
れ
た
。
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ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
も
同
様
で
あ
る
。
北
米
植
民
地
は
当
初
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
臣
民
」
と
し
て
有
す
る
権
利
を
主
張
し
た
が
、『
独
立
宣

言
』
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、「
人
間
」
の
権
利
の
主
張
に
転
換
し
た
（
80
）。

非
常
の
ケ
ー
ス
で
は
、「
慣
習
に
も
と
づ
く
適
切
さ
」
が
疑
わ
れ
、「
祖
国
愛
」
は
分
裂
の
危
機
に
直
面
す
る
。
こ
の
場
合
の
対
処
に
お

い
て
、
ス
ミ
ス
は
、
前
述
の
「
多
元
的
共
同
体
」
論
に
よ
っ
て
漸
進
的
改
良
を
説
く
。「
も
っ
ぱ
ら
情
け
深
さ
と
他
者
の
幸
せ
を
ね
が
う

心
に
触
発
さ
れ
る
公
共
心
の
持
ち
ぬ
し
は
、
確
立
し
て
久
し
い
権
限
・
特
権
を
―
―
た
と
え
個
人
の
も
の
で
あ
れ
、
国
家
の
細
分
化
さ
れ

た
部
分
で
あ
る
上
流
の
身
分
団
体
・
社
会
集
団
の
も
の
な
ら
ば
な
お
さ
ら
―
―
尊
重
す
る
で
し
ょ
う
。」（V

I.ii.2.16.

（
下
）
一
四
三
）。

ス
ミ
ス
は
、
再
定
義
さ
れ
た
「
公
共
心
」＝

「
良
き
市
民
の
原
理
」
と
、
伝
統
的
国
制
を
尊
重
す
る
「
市
民
の
原
理
」
の
両
立
を
め
ざ
す
。

こ
れ
と
対
照
的
な
の
が
リ
チ
ャ
ー
ド
・
プ
ラ
イ
ス
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
の
祖
国
愛
論
は
、
プ
ラ
イ
ス
へ
の
批
判
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
き

た
（
81
）。
プ
ラ
イ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
の
と
き
、「
古
来
の
国
制
」
を
批
判
し
た
（
82
）。
プ
ラ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的

国
制
は
す
で
に
深
刻
な
根
腐
れ
を
起
こ
し
て
い
た
。
人
び
と
は
奢
侈
と
浪
費
の
せ
い
で
そ
の
こ
と
に
無
関
心
に
な
り
、
さ
ら
に
、「
偽
り

の
愛
国
者
」
の
せ
い
で
、「
国
民
は
、
愛
国
主
義
が
す
べ
て
詐
欺
で
あ
る
と
確
信
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
（
83
）。
そ
の
後
、
プ
ラ
イ
ス

は
、「
全
世
界
の
幸
福
を
ね
が
う
心
」（U

niversalBenevolence

）
と
「
世
界
市
民
」
を
理
想
と
し
て
真
の
「
祖
国
愛
」
を
説
い
た
（
84
）。
プ

ラ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
自
国
の
法
と
憲
法
を
優
位
に
置
く
祖
国
愛
は
、
偽
り
の
「
共
同
幻
想
」（a

com
m
on
delusion

）
で
あ
っ
た
（
85
）。
プ
ラ

イ
ス
の
根
本
に
あ
る
考
え
は
、
ス
ミ
ス
が
「
理
性
と
哲
学
の
教
義
」（I.iii.2.3.

（
上
）
一
三
五
）
と
呼
ん
だ
社
会
契
約
論
で
あ
る
。「
世
俗

の
支
配
者
は
、
適
切
に
言
え
ば
、
公
衆
の
下
僕
で
あ
り
、
王
は
公
衆
の
第
一
の
下
僕
に
す
ぎ
ず
、
公
衆
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
公
衆
に
よ
っ

て
維
持
さ
れ
、
公
衆
に
対
し
て
責
任
が
あ
る
（
86
）。」
こ
の
よ
う
な
合
理
主
義
に
よ
る
改
革
を
「
祖
国
愛
」
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
る
の
が
、

い
わ
ゆ
るoikeiôsis

と
い
う
古
代
ス
ト
ア
の
考
え
方
で
あ
る
。「
わ
た
し
た
ち
の
直
接
的
な
注
意
は
、
自
分
自
身
の
利
益
と
も
っ
と
も
親

し
い
縁
者
の
利
益
を
促
進
す
る
こ
と
に
用
い
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
り
狭
小
な
利
益
は
よ
り
広
大
な
利
益
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に
対
し
て
常
に
席
を
譲
る
べ
し
、
と
い
う
こ
と
を
想
起
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
わ
た
し
た
ち
は
祖
国
の
利
益
を
追
求
す
る

さ
い
、
祖
国
を
超
え
た
識
見
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
（
87
）。」

こ
の
プ
ラ
イ
ス
の
思
想
は
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
点
で
ス
ミ
ス
と
は
異
な
る
。
ま
ず
、
ス
ミ
ス
が
「
古
来
の
国
制
」
を
高
く
評
価
し
て

い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
社
会
契
約
論
を
批
判
し
て
そ
の
代
替
原
理
を
呈
示
し
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
。oikeiôsis

に
つ
い
て
も
二
人
の
考

え
は
や
は
り
ち
が
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
ス
ミ
ス
も
こ
の
概
念
を
紹
介
し
て
い
る
。「
自
然
が
わ
た
し
た
ち
に
適
切
な
選
択

肢
と
し
て
勧
告
し
た
主
な
対
象
に
は
、
家
族
、
親
族
、
友
人
、
祖
国
、
人
類
、
そ
し
て
、
宇
宙
一
般
の
順
境
が
含
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

自
然
は
、『
二
人
の
順
境
は
、
一
人
の
順
境
よ
り
も
好
ま
し
い
の
だ
か
ら
、
大
勢
あ
る
い
は
す
べ
て
の
人
た
ち
の
順
境
は
、
限
り
な
く
好

ま
し
い
に
ち
が
い
な
い
』
と
教
示
し
ま
し
た
。」（V
II.ii.1.18.

（
下
）
二
四
一
）。
そ
し
て
、
す
で
に
見
た
エ
ピ
ク
テ
ト
ゥ
ス
の
「
共
同
体

論
」
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
「
普
遍
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
「
世
界
市
民
」
で
あ
る
。
し
か
し
、『
感
情
論
』
第
6
版
で
ス
ミ
ス
は
こ
の
「
共

同
体
論
」
へ
の
支
持
を
撤
回
し
た
（
本
稿
二
⑵
）。

以
上
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
ス
ミ
ス
は
「
祖
国
愛
」
が
「
人
類
愛
」
に
発
展
す
る
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
事
実
、「
祖

国
愛
は
、
人
類
愛
に
由
来
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
前
者
の
感
情
は
、
後
者
の
感
情
か
ら
ま
っ
た
く
独
立
し
て
お
り
、
わ
た
し
た
ち

は
時
お
り
、
祖
国
愛
の
せ
い
で
、
人
類
愛
と
相
容
れ
な
い
し
か
た
で
行
動
し
た
く
な
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。」（V

I.ii.2.4.

（
下
）
一
三

四
）
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ス
ミ
ス
解
釈
は
分
か
れ
て
い
る
。
最
後
に
こ
の
問
題
に
ふ
れ
た
い
。

四
〇
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六

お
わ
り
に
―
―
博
愛
主
義
へ
の
応
答

ス
ミ
ス
の
「
公
平
な
観
察
者
」
は
内
省
や
経
験
に
よ
っ
て
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
に
な
れ
る
と
い
う
有
力
な
意
見
が
あ
る
一
方
、
そ
れ
に
反

対
す
る
見
解
も
あ
る
（
88
）。
こ
れ
は
、「
公
共
心
」の
限
界
の
問
題
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
の
所
見
は
、
人
類
愛
の
意
味
を
消
極
的
正
義
に
限
定
し
、

そ
れ
と
の
か
か
わ
り
で
共
感
が
国
境
を
越
え
う
る
と
示
唆
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
89
）。

ス
ミ
ス
は
、
祖
国
愛
を
論
じ
た
あ
と
、「
全
世
界
の
幸
福
を
ね
が
う
心
に
つ
い
て
」
と
い
う
章
を
お
き
、
あ
ら
ゆ
る
個
人
、
自
治
的
団

体
、
国
家
の
諸
利
益
を
統
合
す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
論
じ
る
。

宇
宙
の
住
人
は
す
べ
て
、
ど
ん
な
に
卑
し
い
人
も
、
ど
ん
な
に
上
流
身
分
の
人
も
、
あ
の
偉
大
で
・
他
者
の
幸
福
を
ね
が
う
・
あ
ら

ゆ
る
英
知
を
も
つ
存
在
者
が
直
接
に
お
こ
な
う
世
話
と
保
護
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
存
在
者
は
、
自
然
の
あ
ら
ゆ
る
運
動
を
指
導
し
、

そ
の
不
朽
の
完
成
さ
れ
た
技
術
で
、宇
宙
の
な
か
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
幸
福
を
い
つ
の
時
代
に
も
保
持
し
よ
う
と
決
意
し
て
い
る
。

（V
I.ii.3.2.

（
下
）
一
四
七
）

こ
れ
は
、
い
わ
ば
、
神
の
国
の
「
国
制
」
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
に
よ
る
と
、「
全
世
界
の
幸
福
を
ね
が
う
心
」「
人
類
愛
」
が
「
ゆ
る
ぎ
な

い
幸
福
の
源
泉
」
と
な
る
に
は
、
こ
の
「
国
制
」
の
存
在
が
確
信
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（ibid.

）。
こ
の
「
国
制
」
は
、
ス
ミ

ス
が
説
い
た
「
混
合
国
制
」
の
い
ず
れ
の
タ
イ
プ
と
も
異
な
り
、「
絶
対
王
制
」
で
あ
る
。
人
間
は
、
こ
の
統
治
シ
ス
テ
ム
を
支
持
す
る

「
人
類
愛
」
を
も
ち
う
る
か
。
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ス
ミ
ス
は
、「
自
己
の
小
さ
な
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
と
大
き
な
シ
ス
テ
ム
の
繁
栄
の
た
め
に
欣
然
と
し
て
犠
牲
に
す
る
」
こ
と
は
、「
人
間

の
本
性
に
ま
っ
た
く
及
び
も
つ
か
な
い
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
」
と
い
う
（V
I.ii.3.4.

（
下
）
一
四
八
）。
し
か
し
、
そ
こ
に
お
い
て
犠
牲

的
行
為
の
「
適
切
さ
」
は
言
及
さ
れ
ず
、
た
ん
に
、「
目
的
」（
大
き
な
シ
ス
テ
ム
の
繁
栄
）
に
対
す
る
「
手
段
」（
小
さ
な
シ
ス
テ
ム
の

犠
牲
）
の
適
合
性
、
す
な
わ
ち
、「
効
用
」
が
示
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。「
自
分
自
身
、
自
分
の
友
人
、
ま
た
、
同
郷
人
だ
け
が
、
宇
宙
の

最
果
て
の
陣
地
に
赴
任
を
命
じ
ら
れ
た
。
全
体
の
善
の
た
め
に
必
要
で
な
け
れ
ば
、
そ
ん
な
命
令
は
出
さ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。」（V

I.

ii.3.4.

（
下
）
一
四
九
）
と
い
わ
れ
る
場
合
も
、「
全
体
の
善
」
と
い
う
目
的
と
そ
れ
を
実
現
す
る
手
段
の
適
合
性
が
推
測
さ
れ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
自
己
犠
牲
の
動
機
は
、
人
類
一
般
へ
の
愛
で
は
な
く
、「
効
用
」
か
ら
生
じ
る
「
美
し
さ
」（
機
能
美
）
で
あ

る
。
こ
れ
は
『
感
情
論
』
第
4
部
1
章
の
議
論
と
同
じ
で
あ
る
（
90
）。

し
か
し
、
ス
ミ
ス
は
、
犠
牲
的
行
為
の
対
象
で
あ
る
「
シ
ス
テ
ム
」
を
「
国
家
」
か
ら
「
全
世
界
」
に
拡
張
す
る
が
、
同
時
に
、
そ
の

行
為
を
「
効
用
」
だ
け
で
な
く
「
共
感
」
に
よ
っ
て
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
。
た
だ
し
、
正
当
化
さ
れ
る
範
囲
は
限
定
的
で
あ
り
、
他
人

を
侵
害
し
な
い
と
い
う
消
極
的
正
義
に
と
ど
ま
る
。

た
し
か
に
、
苦
楽
を
感
じ
る
身
で
あ
り
な
が
ら
人
に
危
害
を
加
え
る
存
在
の
観
念
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
憎
し
み
は
自
然
に

噴
出
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
い
だ
く
そ
の
存
在
へ
の
敵
意
は
、
じ
つ
は
、
全
世
界
の
幸
福
を
ね
が
う
心
か
ら
生
じ
る
結
果

（the
effect

of
our
universal

benevolence

）
で
す
。
こ
の
存
在
の
悪
意
に
よ
っ
て
、
苦
楽
を
感
じ
る
ほ
か
の
罪
な
き
存
在
は
幸
福

を
妨
害
さ
れ
る
わ
け
で
、
わ
た
し
た
ち
は
彼
ら
の
不
幸
と
憤
り
に
共
感
を
よ
せ
、
そ
の
結
果
（the

effectof
the
sym
pathy

）
と
し

て
敵
意
が
生
じ
る
の
で
す
。（V

I.ii.3.1.

（
下
）
一
四
六
�

七
）

四
二
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「
全
世
界
の
幸
福
を
ね
が
う
心
」「
人
類
愛
」
は
、
邪
悪
な
存
在
に
対
す
る
敵
意
を
わ
た
し
た
ち
に
い
だ
か
せ
る
「
原
因
」
で
あ
る
。
一

方
、
被
害
者
の
不
幸
と
憤
り
に
対
す
る
共
感
は
、
や
は
り
、
邪
悪
な
存
在
に
対
す
る
敵
意
を
わ
た
し
た
ち
に
い
だ
か
せ
る
「
原
因
」
で
あ

る
。「
人
類
愛
」
と
「
わ
た
し
た
ち
の
共
感
」
は
、
上
記
の
「
敵
意
」
を
生
ず
る
「
原
因
」
と
し
て
同
一
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
わ
た
し
た

ち
の
共
感
」
と
は
、「
公
平
な
観
察
者
の
共
感
」
で
あ
る
。
一
方
、「
人
類
愛
」
は
、
エ
ピ
ク
テ
ト
ゥ
ス
の
「
共
同
体
論
」
が
支
持
さ
れ
な

い
以
上
、
人
類
と
い
う
集
合
的
自
己
の
共
感
で
は
な
い
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
人
類
愛
」
は
わ
た
し
た
ち
に
「
敵
意
」
を
い
だ
か

せ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
個
々
の
被
害
者
に
対
す
る
「
公
平
な
観
察
者
の
共
感
」
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
す
で
に
第
2
部
で
、「
処

罰
の
要
求
に
欠
か
せ
な
い
関
心
は
、
被
害
者
が
同
類
の
生
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
わ
た
し
た
ち
が
万
人
に
よ
せ
る

一
般
的
な
同
類
感
情
（the

general
fellow

-feeling

）
で
足
り
ま
す
。」（II.ii.3.10.

（
上
）
二
三
二
）
と
い
わ
れ
、
第
6
部
で
は
、「
わ
た

し
た
ち
の
思
い
や
り
は
境
界
線
に
制
限
さ
れ
ず
、
無
限
の
宇
宙
を
包
み
こ
む
こ
と
が
で
き
る
」（V

I.ii.3.1.

（
下
）
一
四
六
）
と
い
わ
れ
て

い
る
。
ス
ミ
ス
は
、「
人
類
愛
」
を
「
公
平
な
観
察
者
の
共
感
」
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
、
そ
の
「
適
切
さ
」
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
右
の
「
一
般
的
な
同
類
感
情
」
は
、
被
害
者
の
苦
痛
・
不
幸
に
対
す
る
も
の
で
、「
処
罰
の
要
求
に
欠
か
せ
な
い
」
条
件
で

あ
る
が
、
処
罰
感
情
、
つ
ま
り
、「
憤
り
の
共
感
感
情
」
で
は
な
い
。「
あ
る
人
が
別
の
人
に
虐
待
さ
れ
た
り
侵
害
さ
れ
た
り
す
る
の
を
見

る
と
、
わ
た
し
た
ち
は
被
害
者
の
辛
酸
に
共
感
し
ま
す
が
、
こ
の
共
感
感
情
は
、
被
害
者
か
ら
加
害
者
に
ぶ
つ
け
ら
れ
る
憤
り
に
わ
た
し

た
ち
が
よ
せ
る
同
類
感
情
を
、
高
ぶ
ら
せ
る
効
果
し
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。」（II.i.2.5.

（
上
）
一
八
四
）。
し
た
が
っ
て
、
問
題

は
、「
憤
り
の
共
感
感
情
」
も
ま
た
普
遍
的
で
あ
り
う
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ス
ミ
ス
は
、
第
6
版
で
以
下
の

重
要
な
増
補
を
し
た
。
そ
れ
は
、「
け
が
れ
」
の
感
覚
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
普
及
し
て
も
な
お
人
間
の
本

性
で
あ
り
つ
づ
け
る
異
教
的
な
罪
の
意
識
で
あ
る
（
91
）。
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古
代
の
異
教
徒
の
宗
教
で
は
、
聖
別
さ
れ
て
神
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
神
聖
な
土
地
は
、
厳
粛
か
つ
や
む
を
え
な
い
場
合
を
除
い
て
足
を

踏
み
入
れ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
そ
う
と
は
知
ら
ず
に
侵
入
し
て
し
ま
っ
た
人
で
も
、
そ
の
瞬
間
か
ら
け
が
れ
た
身
の
上
と
な
り
、

適
切
な
贖
罪
が
な
さ
れ
る
ま
で
、
そ
の
土
地
を
捧
げ
ら
れ
て
い
た
強
力
で
見
え
ざ
る
存
在
の
仕
置
き
を
招
き
ま
し
た
。
し
か
ら
ば
、

自
然
の
叡
智
に
よ
っ
て
、
罪
の
な
い
す
べ
て
の
人
の
幸
福
は
同
様
な
し
か
た
で
、
神
聖
で
・
聖
別
さ
れ
・
防
壁
で
守
ら
れ
て
ほ
か
の

だ
れ
も
寄
せ
つ
け
な
い
も
の
に
な
り
、
他
人
が
み
だ
り
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
う
と
は
知
ら
な
い
で
思
い
が
け
ず

少
し
で
も
侵
入
す
れ
ば
、
そ
ん
な
場
合
で
も
、
き
っ
と
こ
の
種
の
故
意
で
な
い
侵
入
の
重
大
さ
に
応
じ
て
罪
滅
ぼ
し
・
贖
罪
を
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。（II.iii.3.4.

（
下
）
二
七
七
）

（
1
）I.H

ont

（2010

）Jealousy
ofTrade,

H
arvard

U
.P.,

pp.379

�80.

（
2
）E.Radcliffe

（1999

）“Burke,
Radical

Cosm
opolitanism

,
and
the
D
ebates

on
Patriotism

in
the
1790’s”,

28
Studies

in
eighteenth-century

cultures,
pp.311

�339,
at313

�4.

（
3
）
ス
ミ
ス
の
「
祖
国
愛
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
博
愛
を
敵
視
す
る
こ
と
な
く
、
基
本
的
権
利
の
保
障
と
い
う
立
憲
主
義
を
支
持
し
、
幅
広
い
理
論
的
枠
組

み
を
提
供
し
た
と
い
う
評
価
が
あ
る
。Anna

Plassart
（2014
）“Scottish

Perspectives
on
W
arand

Patriotism
in
the
1790s”,

The
H
istoricalJournal,

vol.57,
no.1,

pp.107

�29,
at116

�7.

基
本
的
権
利
の
保
障
に
つ
い
て
は
本
稿
五
⑵
、
キ
リ
ス
ト
教
的
博
愛
に
対
す
る
ス
ミ
ス
の
所
見
に
つ
い
て
は
本

稿
六
を
参
照
。

（
4
）
『
道
徳
感
情
論
』の
テ
キ
ス
ト
は
、Adam

Sm
ith

（2002

）The
Theory

ofM
oralSentim

ents,
K
nud
H
aakonssen

（ed.

）,Cam
bridge

U
niversity

Press

で
あ
る
。『
感
情
論
』
か
ら
の
引
用
は
、
パ
ー
ト
（
ロ
ー
マ
数
字
大
文
字
）・
セ
ク
シ
ョ
ン
（
ロ
ー
マ
数
字
小
文
字
）・
章
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）・
パ
ラ
グ
ラ

フ
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）
の
順
で
該
当
箇
所
を
示
し
、
そ
の
あ
と
に
岩
波
文
庫
版
の
該
当
す
る
巻
と
頁
を
表
記
し
た
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
『
道
徳
感
情
論
』

（
上
）（
下
）（
水
田
洋
訳
、
二
〇
〇
三
年
）
岩
波
文
庫
。
な
お
、
訳
文
は
『
香
川
法
学
』（
二
〇
一
三
〜
一
八
年
）
に
連
載
し
た
拙
訳
を
修
正
し
た
も
の
で

あ
る
。

（
5
）
ヒ
ュ
ー
ム
も
、
正
義
が
政
府
に
先
行
す
る
と
し
、
未
開
社
会
で
は
政
府
な
し
で
も
社
会
は
解
体
し
な
い
と
い
う
。『
道
徳
に
つ
い
て
』（
二
〇
一
九
年
、

四
四
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神
野
慧
一
郎
、
林
誓
雄
）
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
四
八
頁
。

（
6
）
『
国
富
論
』
か
ら
の
引
用
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
『
国
富
論
』（
一
〜
四
）（
水
田
洋
監
訳
、
杉
山
忠
平
訳
）
岩
波
文
庫
に
よ
る
。（

）
の
漢
数
字
は
邦

訳
の
巻
、
そ
れ
に
頁
が
漢
数
字
で
続
く
。
併
せ
て
、A

dam
Sm
ith

（2004

）An
Inquiry

into
the
N
ature

and
C
auses

ofthe
W
ealth

ofN
ations,

ed.W
.

B
.Todd,

C
larendon

Press,
vols.1

&
2

の
対
応
箇
所
を
示
し
た
。W

N

の
ロ
ー
マ
数
字
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
こ
の
版
の
表
記
で
、
コ
ロ
ン
の
あ
と
に

頁
が
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
続
く
。

（
7
）
ケ
イ
ム
ズ
に
お
け
る
愛
国
心
は
、
国
民
の
気
風
で
あ
っ
て
、
立
法
権
力
を
も
っ
た
政
治
共
同
体
へ
の
参
政
権
を
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
解
釈

が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
社
会
の
厚
生the

w
ell-being

ofsociety

は
、
立
法
で
は
な
く
お
も
に
気
風
の
改
善
に
よ
る
。D.Lieberm

an

（1985

）The
legal

needs
of
a
com
m
ercial

society
:
the
jurisprudence

of
Lord

K
am
es,
In
W
ealth

&
Virtue

:
The
Shaping

of
Political

Econom
y
in
the
Scottish

Enlightenm
ent,

edited
by
I.H
ontand

M
.Ignatieff,

C
am
bridge

U
.P.,

pp.222

�3.

（
8
）H

enry
H
om
e,
Lord

K
am
es

（2007

）Sketches
ofthe

H
istory

ofM
an,
B
ook
II,
edited

and
w
ith
an
Introduction

by
J.A
.H
arris,

Liberty
Fund,

p.416.

（
9
）Ibid.,

p.418.

ケ
イ
ム
ズ
に
お
け
る
愛
国
心
は
、
そ
れ
を
は
ぐ
く
む
社
会
的
条
件
が
同
時
に
そ
れ
の
衰
退
の
条
件
で
も
あ
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
か
か

え
て
い
る
。
愛
国
心
は
、
人
び
と
が
平
和
と
富
を
享
受
す
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
生
ま
れ
な
い
が
、
同
時
に
、
贅
沢
に
よ
っ
て
人
び
と
が
堕
落
し
自
己

中
心
的
に
な
る
と
、
弱
ま
る
。「
商
業
の
成
功
は
、
即
座
に
富
と
権
力
を
与
え
て
福
利
を
も
た
ら
す
が
、
そ
れ
に
お
と
ら
ず
、
贅
沢
と
淫
蕩
を
生
ん
で
、

結
局
は
害
を
も
た
ら
す
。
贅
沢
と
淫
蕩
は
愛
国
心
を
根
絶
す
る
か
ら
で
あ
る
。」ibid.,

p.424.

（
10
）
「
永
続
的
な
戦
争
は
悪
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
人
間
を
猛
獣
に
変
え
る
か
ら
で
あ
る
。
永
続
的
な
平
和
は
さ
ら
に
悪
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
人
間

を
駄
馬
に
変
え
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
ん
な
由
々
し
き
堕
落
を
妨
げ
る
に
は
、
戦
争
と
平
和
が
交
互
に
訪
れ
る
こ
と
が
効
果
的
な
唯
一
の

手
段
で
あ
る
。」ibid.,
p.415.

軍
事
精
神
と
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
を
両
立
さ
せ
る
制
度
と
し
て
は
民
兵
軍
と
職
業
軍
の
混
合
形
態
の
常
備
軍
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。
田
中
秀
夫
『
文
明
社
会
と
公
共
精
神
』（
一
九
九
六
年
）
昭
和
堂
、
五
九
�

六
〇
頁
。

（
11
）
愛
国
主
義
を
語
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
言
説
に
は
、
マ
キ
ャ
ベ
リ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
イ
タ
リ
ア
の
人
文
主
義
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
基
礎
を
置
く
古
来

の
国
制
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
自
由
の
聖
地
と
す
る
よ
う
な
世
俗
的
な
選
民
思
想
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。H

.C
unningham

（1981

）“The
Language

of
Patriotism

,
1750

�1914”,
H
istory

w
orkshop

:
a
journalofsocialisthistorians,

vol.12

（1

）,pp.8

�33,
at9

�10.

（
12
）
祖
国
愛
（
愛
国
心
）
は
、
自
己
中
心
的
で
凡
庸
な
利
己
心
を
克
服
し
た
「
洗
練
さ
れ
た
利
己
心
」
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
と
い
わ
れ
る
。R

.P.H
anley

（2011

）Adam
Sm
ith
and
the
C
haracter

of
Virtue,

C
am
bridge

U
.P.,

pp.156

�7.
ま
た
、D

ickey

教
授
に
よ
れ
ば
、
第
6
版
で
は
堕
落
し
た
市
民

アダム・スミスの「公共心」の再定義と「祖国愛」（山本）
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の「
慎
慮
」に
代
わ
る
徳
と
し
て
祖
国
愛
、
公
共
心
が
説
か
れ
た
と
さ
れ
る
。D

ickey

（1986

）“H
istoricizing

the
‘A
dam

Sm
ith
Problem

’:
C
onceptual,

H
istoriographical,

and
TextualIssues”,

58
JournalofM

odern
H
istory,

pp.579

�609,
atpp.591,

604

�6.
（
13
）D

.
ウ
ィ
ン
チ
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
政
治
学
』（
永
井
義
雄
、
近
藤
加
代
子
訳
、
一
九
九
〇
年
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
三
六
、
二
一
一
頁
。
ド
ワ
イ
ヤ
ー

教
授
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
に
雇
用
さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ト
リ
の
子
弟
ら
の
道
徳
的
退
廃
が
彼
ら
の
帰
国
後
に
批
判
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
す
る
。J.D

w
yer

（2005

）

“Ethics
and
Econom

ic
:
B
ridging

A
dam

Sm
ith’s

Theory
of
M
oral

Sentim
ents

and
W
ealth

of
N
ations”,

44
Journal

of
British

Studies,
pp.662

�87,
atpp.675,

683.

（
14
）D

.D
.

ラ
フ
ィ
ル
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
道
徳
哲
学
』（
生
越
利
昭
、
松
本
哲
人
訳
、
二
〇
〇
九
年
）
昭
和
堂
、
八
七
頁
。「
ス
ミ
ス
は
、
祖
国
愛
や
国
民

的
偏
見
が
慣
行
的
同
感
に
基
づ
く
次
第
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
愛
国
心
の
一
面
性
に
目
醒
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
」。
田
中
正
司
『
増
補
改
訂
版

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
倫
理
学
』（
二
〇
一
七
年
）
御
茶
の
水
書
房
、
三
九
九
頁
。
ま
た
、
ホ
ン
ト
教
授
は
、
祖
国
愛
とnational

anim
osity

を
同
義
だ
と

い
う
。H

ont,
supra

note
1,
p.123.

（
15
）
ブ
ラ
ウ
ン
教
授
は
、公
共
心
と
祖
国
愛
を
同
質
の
も
の
と
見
て
い
る
が
、田
中
教
授
は
、別
の
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。V.B

row
n

（1994

）Adam
Sm
ith’s

discourse
:
canonicity,

com
m
erce

and
conscience,

R
outledge,

p.137.

田
中
前
掲
注
⒁
、
三
九
八
�

四
〇
一
頁
。

（
16
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、Y

.Elazar

（2021
）“A

dam
Sm
ith
on
Im
partial

Patriotism
”,
83

The
Review

of
Politics,

pp.329

�50

が
あ
る
。
同
論
文

は
、
ス
ミ
ス
の
愛
国
心
を
公
共
心
と
慈
恵
が
結
合
し
た
も
の
と
と
ら
え
、
①
英
雄
的
モ
デ
ル
、
②
審
美
的
モ
デ
ル
、
③
仁
愛
的
モ
デ
ル
の
三
つ
を
析
出
し
、

そ
こ
に
「
公
平
性
」（
と
り
わ
け
、
公
平
な
慈
愛
）
を
見
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
各
モ
デ
ル
の
基
礎
づ
け
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
共
同
体
と
の
一
体
化
、
効

用
、
共
感
で
あ
り
、「
公
平
性
」
は
、
厳
密
に
は
③
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
ス
ミ
ス
は
第
6
部
で
、
①
を
③
に
よ
っ
て
再

定
義
す
る
一
方
（
本
稿
三
）、
②
を
「
人
類
愛
」
に
拡
張
し
た
（
本
稿
六
）。

（
17
）B

row
n,
supra

note
15,
pp.95

�7.

教
授
は
、『
感
情
論
』が
多
く
の
点
で
ス
ト
ア
的
な
結
論
と
は
距
離
を
置
く
こ
と
を
み
と
め
つ
つ
、
自
己
の
成
熟
の

プ
ロ
セ
ス
を
認
め
る
利
己
心
は
、
現
代
的
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
は
ち
が
う
と
い
う
。ibid.,p.97

;
H
anley,supra

note
12,pp.156

�8
;
F.Form

an-B
arzilai

（2010

）Adam
Sm
ith
and
the
C
ircles

ofSym
pathy,

C
osm
opolitanism

and
M
oralTheory,

C
am
bridge

U
.P.,

pp.3

�8.

（
18
）
「
ど
ん
な
時
代
に
も
国
に
も
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
び
と
の
あ
い
だ
に
は
敬
愛
さ
れ
る
人
た
ち
が
お
り
、
そ
ん
な
人
た
ち
に
ふ
だ
ん
見
出
さ
れ
る
べ
き
各

資
質
の
水
準
こ
そ
、
当
該
の
才
覚
や
徳
の
中
庸
と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
す
。
要
す
る
に
、
そ
ん
な
人
た
ち
を
と
り
ま
く
事
情
の
違
い
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

資
質
が
習
慣
に
な
る
度
合
い
に
強
弱
が
生
じ
、
こ
れ
に
応
じ
て
先
の
中
庸
も
違
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
結
果
、
人
柄
と
態
度
に
そ
な
わ
る
べ
き
正
確
な
適

切
さ
に
つ
い
て
人
び
と
が
い
だ
く
感
情
も
違
っ
て
く
る
の
で
す
。」（V

.2.7.

（
下
）
七
六
）

四
六
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（
19
）
拙
稿
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
『
道
徳
感
情
論
』（
6
版
）
第
5
部
〝
慣
習
が
道
徳
感
情
に
及
ぼ
す
影
響
〞
の
一
分
析
―
―
ク
ロ
ー
ド
・
ビ
ュ
フ
ィ
エ
と
の

関
連
を
中
心
に
―
―
」
香
川
法
学
第
三
八
巻
第
三
・
四
号
（
二
〇
一
九
年
）
六
九
�

一
四
八
頁
。

（
20
）R

adcliff,
supra

note
2,
p.315.

（
21
）
田
中
前
掲
注
⒁
、
四
〇
〇
�

一
頁
。
山
﨑
教
授
は
、
第
6
版
後
半
の
増
改
訂
に
つ
い
て
、「
人
間
と
社
会
（
文
明
社
会
の
極
北
と
し
て
の
商
業
社
会
）
の

危
機
に
対
応
さ
せ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
山
﨑
怜
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』（
二
〇
〇
五
年
）
研
究
社
、
二
六
三
頁
。

（
22
）
田
中
前
掲
注
⒁
、
四
〇
〇
�

一
頁
。

（
23
）
田
中
前
掲
注
⒁
、
四
〇
二
頁
。

（
24
）
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
『
公
共
性
の
構
造
転
換

第
2
版
』（
細
谷
貞
雄
、
山
田
正
行
訳
、
一
九
九
四
年
）
未
来
社
、
一
三
二
�

四
頁
。
こ
の
「
一

般
的
意
見
」
は
、「
正
義
と
正
論
と
を
直
接
に
感
じ
と
る
素
朴
な
感
情
」
か
ら
区
別
さ
れ
、「
論
議
の
公
共
的
対
決
」
を
通
じ
て
反
省
を
加
え
ら
れ
た
「
判

断
」
で
あ
る
。

（
25
）
田
中
前
掲
注
⒁
、
四
〇
二
、
四
五
六
�

六
〇
頁
。

（
26
）
『
感
情
論
』
6
版
を
初
版
と
は
ほ
ぼ
別
の
作
品
と
し
て
扱
う
べ
き
だ
と
い
う
の
は
、D

ickey

（1986

）“H
istoricizing

the
‘A
dam

Sm
ith
Problem

’:
C
onceptual,

H
istoriographical,

and
TextualIssues”,

58
JournalofM

odern
H
istory,

pp.579

�609.

田
中
前
掲
注
⒁
、
四
五
六
�

六
四
頁
。

（
27
）
田
中
正
司
『
増
補
第
3
版

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
法
学
』（
二
〇
一
九
年
）
御
茶
の
水
書
房
、
三
六
一
頁
。
反
逆
罪
の
処
罰
が
厳
し
す
ぎ
て
「
公

平
性
」
を
欠
く
ケ
ー
ス
（II.iii.2.4.

（
上
）二
五
九
）
も
同
様
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
28
）A

.A
.Long

（2002

）Epictetus,
A
Stoic

and
Socratic

G
uide

to
Life,

C
larendon

Press,
p.201.

（
29
）Ibid.,

pp.201

�2,
236

�7.

（
30
）O

ikeiôsis

に
は
自
己
へ
の
関
心
と
全
体
へ
の
関
心
が
含
ま
れ
、
エ
ピ
ク
テ
ト
ゥ
ス
は
前
者
に
力
点
を
置
い
た
が
、
そ
の
た
め
に
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
源
泉
を
個
人
で
は
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
求
め
た
。ibid.,

pp.197
�9.

（
31
）Ibid.,
pp.200,

233.

（
32
）Sm
ith,
supra

note
4,
p.325,

n.13.

（
33
）
田
中
前
掲
注
⒁
、
一
二
二
�

三
頁
。

（
34
）
こ
の
よ
う
な
「
他
者
」
の
登
場
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
経
済
史
的
に
は
、
実
在
の
観
察
者
（
中
産
・
下
層
の
市
民
層
）

が
腐
敗
し
て
い
る
と
い
う
認
識
に
も
と
づ
く
主
体
の
形
成
論
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
田
中
前
掲
注
27
、
二
一
六
�

七
頁
。
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（
35
）
重
商
主
義
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
う
し
た
政
治
的
教
義
体
系
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。「
商
業
上
の
何
か
新
し
い
法
律
ま
た
は
規
制
に
つ
い
て
の
提
案
」
を
す

る
「
商
人
と
親
方
製
造
業
者
」
は
、「
そ
の
利
益
が
け
っ
し
て
公
共
の
利
益
と
正
確
に
は
一
致
し
な
い
階
層
の
人
び
と
、
公
共
を
欺
き
、
抑
圧
し
さ
え
も

す
る
こ
と
を
利
益
と
す
る
階
層
の
人
び
と
」
で
あ
る
。『
国
富
論
』（
一
）
四
三
三
�

五
。W

N
,
I.xi.p.10

:
266

�7.

（
36
）
科
学
と
単
な
る
教
義
の
ち
が
い
は
真
理
と
の
か
か
わ
り
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ス
ミ
ス
は
自
然
哲
学
と
道
徳
哲
学
を
比
較
し
な
が
ら
論
じ
て
い

る
。V

II.ii.4.14.

（
下
）
三
三
〇
�

二
。

（
37
）
こ
の
よ
う
な
非
好
戦
的
な
ス
ミ
ス
の
所
見
は
ス
ミ
ス
の
死
後
、
無
視
さ
れ
て
い
く
。E.Rothschild

（2001

）Econom
ic
Sentim

ents,
Adam

Sm
ith,

C
ondorcet,

and
the
Enlightenm

ent,
H
arvard

U
.P.,

p.69.

（
38
）
拙
稿
前
掲
注
⒆
、
四
九
�

五
三
頁
。
ス
ミ
ス
に
お
け
る
「
慣
習
に
も
と
づ
く
適
切
さ
」
は
、
突
き
詰
め
れ
ば
、
ビ
ュ
フ
ィ
エ
の
い
う
「
道
徳
的
確
実
性
」

で
あ
る
。

（
39
）
「
忠
節
」
の
一
般
的
意
味
は
、「
ほ
か
の
ど
ん
な
徳
に
も
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
殺
害
し
・
破
滅
さ
せ
て
も
適
法
と
考
え
ら
れ
る
相
手
に
さ
え
、
お
こ
な
わ

れ
る
べ
き
徳
」（V

II.iv.13.

（
下
）
三
七
九
）
で
あ
る
。
そ
の
特
別
な
意
味
は
、「
貞
節
」
で
あ
る
。LJ

（A

）iii.13

�16
:
146

�7.

ま
た
、
自
己
申
告
に

よ
る
納
税
が
誠
実
に
行
わ
れ
る
場
合
に
も
こ
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。『
国
富
論
』（
四
）
一
七
八
�

八
〇
。W

N
,
V
.ii.f.10

�13
:
850

�2.

（
40
）Plassart

教
授
は
、
ス
ミ
ス
の
祖
国
愛
分
析
が
こ
れ
ら
二
つ
の
原
理
の
「
単
な
る
言
い
換
え
」
で
あ
る
と
い
う
。A

.Plassart

（2015

）The
Scottish

Enlightenm
entand

the
French

Revolution,
Cam
bridge

U
.P.,

p.33.

（
41
）
ケ
イ
ム
ズ
は
、
鎖
国
政
策
の
も
と
で
平
和
を
享
受
す
る
江
戸
時
代
の
日
本
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。「
現
在
そ
の
帝
国
が
厳
格
で
規
律
あ
る
統

治
に
お
い
て
享
受
す
る
深
い
静
穏
は
、
や
が
て
そ
の
好
戦
的
な
人
び
と
を
女
々
し
く
臆
病
に
す
る
だ
ろ
う
。
人
間
の
本
性
は
、
恒
久
的
な
平
和
と
安
全
の

毒
に
あ
ら
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
」K

am
es,
supra

note
8,
p.410.

（
42
）Ibid.,

p.417.

（
43
）
田
中
秀
夫
教
授
は
、
詳
細
な
議
論
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
原
理
が
政
治
的
義
務
、
あ
る
い
は
、
支
配
の
正
当
性
の
普
遍
的
な
原
理
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

ヒ
ュ
ー
ム
の
議
論
と
の
類
似
性
な
い
し
関
連
性
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
す
る
。
田
中
秀
夫
「
権
威
の
原
理
と
功
利
の
原
理
―
―
ヒ
ュ
ー
ム
、
ス
ミ
ス
、
ミ
ラ

ー
―
―
」『
思
想
』N

o.
879

、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
、
一
〇
五
�

三
五
頁
。
ヒ
ュ
ー
ム
前
掲
注
⑸
、
一
四
五
�

六
一
頁
。

（
44
）
ヒ
ュ
ー
ム
は
「
す
で
に
確
立
さ
れ
た
統
治
の
も
と
で
、
生
ま
れ
て
く
る
す
べ
て
の
人
」
と
祖
国
の
関
係
を
、
眠
っ
て
い
る
間
に
乗
せ
ら
れ
た
乗
客
と
す

で
に
離
岸
し
て
大
洋
を
航
行
す
る
船
の
関
係
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
「
原
始
契
約
に
つ
い
て
」『
道
徳
・
政
治
・
文
学
論
集
』（
田
中
敏
弘
訳
、

二
〇
一
一
年
）
所
収
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
三
八
二
頁
。「
わ
た
し
た
ち
は
、
国
家
・
主
権
国
の
な
か
に
生
ま
れ
て
そ
こ
で
教
育
を
う
け
、
そ
の
保
護

四
八
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下
に
ず
っ
と
暮
ら
す
」（V

I.ii.2.2.

（
下
）
一
三
〇
）
と
い
う
文
章
は
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

（
45
）
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
『
統
治
二
論
』（
加
藤
節
訳
、
岩
波
文
庫
）
二
〇
〇
七
年
、
二
六
六
、
三
六
九
�

七
〇
頁
。

（
46
）
『
法
学
講
義
』
か
ら
の
引
用
は
、A

.Sm
ith

（1982

）Lectures
on
Jurisprudence,

Liberty
C
lassics

に
よ
る
。
た
と
え
ば
、LJ

（B

）,19
:
404

の
表
記

は
、
Ｂ
ノ
ー
ト
の
手
稿
の
19
頁
と
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
版
の
404
頁
を
示
す
。
Ａ
ノ
ー
ト
の
場
合
は
手
稿
の
巻
が
ロ
ー
マ
数
字
で
追
加
さ
れ
る
。

（
47
）
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
『
市
民
論
』（
本
田
裕
志
訳
、
二
〇
〇
八
年
）
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
四
四
頁
。

（
48
）H

enry
H
om
e,
Lord

K
am
es

（2000

）HistoricalLaw
-Tracts.

The
Second

Edition,
The
Law
book

Exchange,
LTD
.,
pp.19

�20.

（
49
）
一
八
一
九
年
の
法
律
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
重
罪
に
つ
い
て
私
人
が
刑
事
訴
追
す
る
権
利
が
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
時
代
か
ら
存
在
し
た
。
田

中
英
夫
（
編
集
代
表
）『
英
米
法
辞
典
』（
一
九
九
三
年
）
東
京
大
学
出
版
会
、appealoffelony

の
項
、
五
七
頁
。

（
50
）
こ
れ
ら
の
二
原
理
を
「
自
己
利
益
」
に
還
元
す
る
解
釈
が
あ
る
。D

.Long

（2006

）“A
dam

Sm
ith’s

Politics”,
in
The

C
am
bridge

C
om
panion

to
Adam

Sm
ith,
ed.B

y
K
.H
aakonssen,

pp.294

�5.

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
原
理
は
自
己
の
選
択
を
超
え
た
「
祖
国
」
を
前
提
に
し
て
お
り
、
行
為
の
指

向
性
に
お
い
て
自
己
利
益
と
は
そ
も
そ
も
異
な
る
。
ス
ミ
ス
の
社
会
契
約
批
判
の
論
点
は
、E.K

halil

（1998

）“Is
Justice

the
Prim
ary
Feature

of
the

State
?
A
dam

Sm
ith’s

C
ritique

ofSocialC
ontractTheory”,

6
European

JournalofLaw
and
Econom

ics,
pp.223

�8.

（
51
）
市
民
権the

rightofcitizenship

に
つ
い
て
の
考
察
は
、LJ

（B

）,86

�90
:
431

�3.

（
52
）
ヒ
ュ
ー
ム
も
、
外
国
人
が
ど
ん
な
に
忠
誠
を
尽
く
し
て
も
そ
の
国
で
生
ま
れ
た
臣
民
ほ
ど
信
頼
さ
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
前
掲
注
44
、
三

八
三
頁
。

（
53
）R

.Price
“A
D
iscourse

on
the
Love

of
our
C
ountry”,

in
his
Political

W
ritings,

edited
by
D
.O
.Thom

as,
C
am
bridge

U
.P.,

1991,
p.178.

プ
ラ
イ
ス
は
、
審
査
律
と
代
議
制
に
お
け
る
不
平
等
を
告
発
す
る
。ibid.,

pp.191

�2.

ロ
ッ
ク
前
掲
注
45
、
五
四
、
三
〇
五
�

六
頁
。

（
54
）
『
国
富
論
』
に
お
い
て
も
、「
権
威
の
原
理
」
は
、
司
法
権
の
確
立
を
説
明
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。『
国
富
論
』（
三
）
三
七
三
�

九
五
。W

N
,
V
.i.b.

1

�25
:
708

�23.

（
55
）
ジ
ョ
ン
・
ミ
ラ
ー
は
、「
効
用
の
原
理
」を「
自
然
権
」の
保
護
で
あ
る
と
解
釈
し
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
こ
の
原
理
の
勝
利
と
み
た
。Plassart,

supra
note

40,
pp.51

�4.

（
56
）
田
中
秀
夫
前
掲
注
43
、
一
一
二
�

三
頁
。

（
57
）
慣
習
が「
権
威
の
原
理
」の
強
力
な
要
素
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、L.H

ill

（2020
）Adam

Sm
ith’s

Pragm
atic
Liberalism

,
palgrave

m
acm
illan,

p.38.

こ
れ
に
対
し
、
ホ
ン
ト
教
授
は
、
権
威
の
原
理
の
も
っ
と
も
強
力
な
要
素
を
「
富
」
で
あ
り
、
富
の
生
産
と
消
費
の
あ
り
か
た
が
権
威
と
自
由
の
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関
係
を
規
定
す
る
と
理
解
し
、
こ
の
観
点
か
ら
ス
ミ
ス
の
歴
史
叙
述
を
分
析
す
る
。I.H

ont

（2009

）“A
dam

Sm
ith’s

history
oflaw

and
governm

entas
political

theory”,
in
R
.B
ourke

&
R
.G
euss

（eds.

）PoliticalJudgem
ent,

Essay
for
John

D
unn,

C
am
bridge

U
.P.,

pp.131

�71.

『
感
情
論
』
と

の
関
連
で
は
、
第
4
部
1
章
の
「
地
主
」（IV

.1.10

）
は
「
封
建
的
エ
リ
ー
ト
」
で
あ
り
、
そ
の
威
光
を
示
す
た
め
の
奢
侈
が
封
建
的
臣
下
に
対
す
る
権

威
の
低
下
を
招
い
た
と
さ
れ
、
そ
こ
に
富
と
権
威
の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。Ibid.,

pp.167

�8.

（
58
）
同
様
な
こ
と
が
北
米
植
民
地
に
つ
い
て
も
考
察
さ
れ
て
い
る
。『
国
富
論
』（
三
）
一
六
三
�

四
。W

N
,
IV
.vii.b.51

:
585.

（
59
）
ホ
ン
ト
教
授
は
、
祖
国
愛
の
要
素
で
あ
る
「
市
民
」
の
原
理
が
「
良
き
市
民
」
の
原
理
に
対
し
て
抑
制
的
に
は
た
ら
く
理
由
を
慣
習
で
は
な
く
、
プ
ラ

ト
ン
の
「
両
親
に
対
し
て
も
祖
国
に
対
し
て
も
、
暴
力
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
ば
（V

I.ii.2.16.

（
下
）
一
四
三
）
に
み
ら
れ
る
祖
国
と

家
族
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
求
め
て
い
る
。H

ont,
supra

note
1,
p.169.

（
60
）H

ill

教
授
に
よ
れ
ば
、
混
合
国
制
が
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
「
秩
序
と
安
定
」
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
統
治
は
意
図
せ

ざ
る
結
果
で
あ
り
、
特
定
の
理
想
的
モ
デ
ル
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
将
来
の
変
更
は
排
除
さ
れ
な
い
。H

ill,
supra

note
57,
pp.43

�5,
51.

こ
の
解

釈
は
、「
国
制
」
に
ふ
く
ま
れ
る
「
慣
習
に
も
と
づ
く
適
切
さ
」
に
力
点
を
お
く
も
の
で
あ
り
、
ス
ミ
ス
が
説
く
「
権
威
の
原
理
」「
市
民
の
原
理
」
の
基

底
性
と
合
致
す
る
。
し
か
し
、
改
良
の
原
動
力
は
何
か
と
い
う
問
題
は
残
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
61
）
ヴ
ィ
ロ
ー
リ
教
授
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
王
制
で
あ
っ
た
が
、
二
度
の
市
民
革
命
に
よ
っ
て
王
権
は
議
会
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
パ

ト
リ
ア
（
祖
国
）
の
理
想
―
―
法
の
支
配
の
下
で
公
平
に
暮
ら
す
個
人
が
自
ら
統
治
す
る
共
同
体
―
―
は
、
ホ
イ
ッ
グ
派
も
ト
ー
リ
ー
派
も
共
有
し
た
。

マ
ウ
リ
ツ
ィ
オ
・
ヴ
ィ
ロ
ー
リ
『
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』（
佐
藤
瑠
威
・
佐
藤
真
喜
子
訳
、
日
本
経
済
評
論
社
）
二
〇
〇
七
年
、
一

〇
四
�

五
頁
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ミ
ス
は
、
ホ
イ
ッ
グ
派
を
社
会
契
約
論
者
と
と
ら
え
、「
効
用
の
原
理
」
に
従
う
人
び
と
で
あ
る
と
す
る
一
方
、
ト
ー

リ
ー
派
を
王
権
神
授
論
者
と
と
ら
え
、「
権
威
の
原
理
」
に
従
う
人
び
と
で
あ
る
と
す
る
（LJ

（A

）,v.122

�4
:
319

�20

）。

（
62
）G

.Law
son

（1996

）An
Exam

ination
ofthe

PoliticalPartofM
r.H
obbs

H
is
Leviathan,

R
outledge/Thoem

m
es
Press,

p.34.

原
典
は
一
六
五

七
年
刊
。
ホ
ッ
ブ
ズ
批
判
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
、
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
ホ
ッ
ブ
ズ
に
対
し
て
神
学
者
た
ち
か
ら
「
ひ
ど
く
辛

ら
つ
で
痛
烈
な
怒
り
」
が
ぶ
つ
け
ら
れ
た
と
の
べ
て
い
る
が
（V

II.iii.2.2.
（
下
）
三
四
二
）、
ロ
ウ
ス
ン
の
本
書
は
神
学
者
に
よ
る
比
較
的
初
期
の
ホ
ッ

ブ
ズ
批
判
で
あ
る
。

（
63
）
拙
著
『
立
憲
主
義
の
法
思
想
』（
二
〇
一
〇
年
）
成
文
堂
、
九
一
�

一
〇
〇
頁
。

（
64
）
「
古
来
の
国
制
」
論
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
解
釈
が
あ
る
。
拙
著
前
掲
注
63
、
五
五
�

七
八
頁
。

（
65
）M

.Lobban

（2007

）A
H
istory

ofthe
Philosophy

ofLaw
in
the
Com
m
on
Law

W
orld,

1600

�1900
,
Springer,

pp.72

�4.

拙
著
前
掲
注
63
、
七

五
〇
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八
�

八
二
、
九
二
�

三
頁
。

（
66
）
拙
著
前
掲
注
63
、
九
六
�

九
頁
。

（
67
）Law

son,
supra

note
62,
p.17.

（
68
）Ibid.,

p.15.

（
69
）H

ill,
supra

note
57,
pp.43

�7.

（
70
）Lobban,

supra
note

65,
p.72.

（
71
）
ス
ミ
ス
は
こ
こ
で
「
私
権
剝
奪attainder

」
と
い
う
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
制
度
を
ジ
ェ
ー
ム
ズ
二
世
兼
七
世
の
ケ
ー
ス
に
適
用
し
て
い
る
。
こ
の
制
度

の
ひ
と
つ
の
効
果
と
し
て
相
続
権
が
消
滅
し
、
こ
れ
を
「
血
統
汚
損corruption

of
blood

」
と
い
う
。
Ｂ
ノ
ー
ト
の
対
応
箇
所
に
は
、the

rigorous
law

w
hich

corrupts
the
blood

w
ith
the
forfeiture

ofthe
estate

（LJ

（B

）,98
:
436

）
と
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
八
七
〇
年
に
廃
止
。
ち

な
み
に
、
血
統
汚
損
は
ア
メ
リ
カ
連
邦
憲
法
第
三
条
第
三
節
（
二
）
で
否
定
さ
れ
て
い
る
。
田
中
英
夫
前
掲
注
49
、
七
五
、
二
〇
四
頁
参
照
。

（
72
）C.K

idd

（2003

）Subverting
Scotland’s

past,
Cam
bridge

U
.P.,

pp.128,
215,

268

�70.
C.K
idd

（1996

）“N
orth

Britishness
and
the
N
ature

ofEighteenth-century
British

Patriotism
s”,
39

The
H
istoricalJournal

（2

）,pp.361

�82,
at362

�7,
376

�7.

（
73
）
こ
れ
を
封
建
関
係
の
残
存
と
み
て
、
ホ
ッ
ブ
ズ
的
な
近
代
国
家
の
あ
り
か
た
に
対
置
す
る
見
方
も
あ
る
。H

ont,
supra

note
1,
pp.126,

383.

ま
た
、

「
名
誉
革
命
体
制
の
寡
頭
制
的
権
力
構
造
」
と
す
る
解
釈
も
あ
る
。
田
中
前
掲
注
⒁
、
三
九
九
頁
。

（
74
）
合
邦
法
一
九
条
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
裁
判
制
度
の
独
自
性
を
認
め
な
が
ら
、
そ
の
調
和
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
重
要
な
の

は
、
ブ
リ
テ
ン
議
会
に
対
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
コ
ー
ト
・
オ
ヴ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
独
立
を
保
障
し
、
コ
ー
ト
・
オ
ヴ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
だ
け
が
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
ほ
か
の
裁
判
所
に
対
し
て
司
法
審
査
権
限
を
も
つ
こ
と
を
認
め
た
と
い
う
点
で
あ
る
。J.E.Pfander

and
D
.D
.Birk

（2011

）“A
rticle

III
and
the
Scottish

Judiciary”,
124

H
arvard

L.R.
pp.1614

�87,
at1618

�9.

（
75
）
北
米
植
民
地
に
は
母
国
よ
り
も
平
等
が
あ
り
、
人
々
の
気
風
も
そ
の
政
府
も
、「
共
和
的
」republican

で
あ
っ
た
。『
国
富
論
』（
三
）
一
六
四
。W

N
,

IV
.vii.b.51

:
585.

（
76
）
こ
れ
は
、「
連
邦
」（union

）
が
党
派
の
暴
威
を
抑
制
す
る
と
論
じ
た
マ
デ
ィ
ソ
ン
に
も
通
じ
る
考
え
方
で
あ
る
。
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
考
え
で
は
、
連
邦
政

府
の
も
と
で
各
州
が
ま
と
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
害
を
異
に
す
る
党
派
が
多
く
な
れ
ば
、
特
定
の
党
派
が
強
大
化
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
ま
た
、
地

方
的
な
偏
見
が
超
克
さ
れ
、
結
果
と
し
て
個
人
の
権
利
と
公
共
善
が
図
ら
れ
る
。J.
マ
デ
ィ
ソ
ン「
第
一
〇
篇

派
閥
の
弊
害
と
そ
の
匡
正
策
」『
ザ
・
フ
ェ

デ
ラ
リ
ス
ト
』（
齋
藤
眞
、
武
則
忠
見
訳
、
一
九
九
八
年
）
所
収
、
福
村
出
版
、
四
三
�

九
頁
。
本
篇
は
一
七
八
七
年
初
出
。
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（
77
）
慣
習
法
上
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
前
掲
注
⒆
、
一
六
�

一
七
頁
を
参
照
。
自
然
法
上
の
権
利
は
、
広
義
で
は
、
い
わ
ゆ
る
完
全
な
権
利
と
不
完
全

な
権
利
の
両
方
を
ふ
く
み
う
る
。LJ

（A

）,i.14

�5
:
9.

前
者
は
、「
正
義
の
法
」（II.ii.2.2.

（
上
）
二
一
八
�

九
）
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
。
し
か
し
、

後
者
に
つ
い
て
も
、
扶
養
の
よ
う
に
、
立
法
に
よ
っ
て
権
利
義
務
が
確
定
さ
れ
る
（II.ii.1.8.

（
上
）
二
一
二
）。
立
法
に
よ
る
制
限
は
ど
ち
ら
の
権
利
に

つ
い
て
も
起
こ
り
う
る
。

（
78
）
本
稿
は
、
市
場
の
自
由
と
宗
教
の
自
由
の
共
通
の
基
盤
と
し
て
「
多
元
的
共
同
体
」
論
を
位
置
づ
け
る
が
、
市
場
を
基
本
モ
デ
ル
と
す
る
見
方
も
あ
る
。

H
ill,
supra

note
57,
pp.76

�7.

（
79
）
ウ
ィ
ン
チ
教
授
は
、
こ
の
引
用
文
を
「
ス
ミ
ス
の
見
解
の
中
で
忘
れ
ら
れ
た
存
在
―
―「
立
法
者
」―
―
が
出
現
す
る
序
曲
」
と
い
う
。
ウ
ィ
ン
チ
前
掲

注
⒀
、
一
九
二
頁
。

（
80
）Lobban,

supra
note

65,
pp.123

�30.

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
を
「
同
盟
者
戦
争
」（
本
国
人
と
植
民
地
人
の
地
位
と
権
利
の
本
質
的
違
い
を
前
提
）
と

み
る
か
「
内
戦
」（
平
等
な
市
民
か
ら
な
る
政
治
共
同
体
を
前
提
）
と
み
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、『
国
富
論
』
は
前
者
の
立
場
を
示
す
。
デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
ア
ー
ミ
テ
イ
ジ
『〈
内
戦
〉
の
世
界
史
』（
平
田
雅
博
ほ
か
訳
）
二
〇
一
九
年
、
岩
波
書
店
、
一
二
六
�

七
頁
。

（
81
）Plassart,

supra
note

3,
pp.111

�2.
ま
た
、
以
下
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
版
の
編
者
に
よ
る
注
を
参
照
。A

dam
Sm
ith

（1984

）The
Theory

of
M
oral

Sentim
nts,
Liberty

Fund,
p.231,

n.6.

（
82
）
一
七
五
九
年
のB

ritain’s
H
appiness

で
は
、
プ
ラ
イ
ス
は
ブ
リ
テ
ン
を
自
由
の
国
と
み
な
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
平
和
の
担
い
手
と
理
解
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
ブ
リ
テ
ン
を
堕
落
し
た
好
戦
的
な
国
と
み
な
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
戦
禍
に
陥
れ
る
と
考
え
て
、
戦
争
の
た
め
に
公
債
を
発
行
し
、
そ

の
利
払
い
の
た
め
に
消
費
税
を
重
く
す
る
ブ
リ
テ
ン
政
府
を
批
判
し
た
。A

nthony
Page

（2018

）“W
ar,
public

debt
and

R
ichard

Price’s
R
ational

D
issenting

radicalism
”,
H
istoricalResearch,

vol.91,
no.251,

pp.98

�115,
atpp.113

�5.

（
83
）R

.Price
“A
dditionalO

bservations
on
the
N
ature

and
V
alue

of
C
ivilLiberty,

and
the
W
ar
w
ith
A
m
erica”

（1777

）,in
his
PoliticalW

ritings,
edited

by
D
.O
.Thom

as,
C
am
bridge

U
.P.,

1991,
pp.96,

100.

（
84
）R

adcliff,
supra

note
2,
p.316.

こ
う
し
た
祖
国
愛
と
博
愛
主
義
の
結
合
は
す
で
に
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
の
と
き
知
ら
れ
て
い
た
。R

.D
uthille

（2012

）“R
ichard

Price
on
Patriotism

and
U
niversal

B
enevolence”,

Enlightenm
ent
and
D
issent,

vol.28,
pp.24

�41,
at
pp.35

�6.

こ
の
論
文

で
は
、John

C
artw
right

の
つ
ぎ
の
文
章
が
引
用
さ
れ
る
。‘so

far
from

there
being

any
incom

patibility
betw
een
the
characters

of
the
patriot,

the
citizen

ofthe
w
orld,

and
C
hristian,

they
each

respectively
im
ply
the
othertw

o.’
Ibid.,

p.36.

（
85
）Price,

supra
note

53,
p.178.
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（
86
）Ibid.,

p.185.

編
者
の
序
に
よ
れ
ば
、
プ
ラ
イ
ス
は
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
社
会
契
約
論
を
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
解
釈
し
て
い
る
。R

.Price
Political

W
ritings,

edited
by
D
.O
.Thom

as,
C
am
bridge

U
.P.,

1991,
‘Introduction’,

p.xx.
（
87
）Ibid.,

pp.180

�1.

（
88
）F.Form

an-B
arzilai

（2010

）“Sm
ith’s

anti-cosm
opolitanism

”,
in
The
Philosophy

of
Adam

Sm
ith,
The
Adam

Sm
ith
Review

,
vol.5,

pp.145

�

60.
ま
た
、
ス
ミ
ス
に
お
け
る
経
済
面
で
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
着
目
す
る
議
論
と
し
て
、H

ill,
supra

note
57,
pp.143

�86.

（
89
）
ホ
ー
コ
ン
セ
ン
教
授
が
言
う
よ
う
に
、「
権
利
の
侵
害
は
ど
ん
な
タ
イ
プ
の
生
活
で
も
害
悪
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
、
権
利
を
侵
害
す
る
行
動
を
さ

し
ひ
か
え
る
と
い
う
徳
（
つ
ま
り
、
正
義
の
徳
）
は
、
一
定
の
普
遍
性
を
も
つ
。」K

.H
aakonssen

ed.

）（2006

）The
C
am
bridge

C
om
panion

to
Adam

Sm
ith,
C
am
bridge

U
.P.,

Introduction,
p.6.

（
90
）
『
感
情
論
』
第
4
部
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
ム
批
判
の
要
点
の
ひ
と
つ
を
「
社
会
性
」
の
欠
如
と
理
解
す
る
も
の
と
し
て
、M

arie
A
.M
artin

（1990

）“U
tility

and
M
orality

:
A
dam

Sm
ith’s

C
ritique

ofH
um
e”,
H
um
e
Studies,

vol.16,
no.2,

pp.107

�20.

（
91
）
ス
ミ
ス
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
告
解
制
度
に
言
及
し
て
い
る
が
（V

II.iv.16

）、
こ
れ
は
罪
の
意
識
を
転
換
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
阿
部
謹
也
「
神
判
の
世

界
と
ケ
ガ
レ
」『「
世
間
」
論
序
説

西
洋
中
世
の
愛
と
人
格
』（
一
九
九
九
年
）
朝
日
新
聞
社
、
一
二
七
�

八
四
頁
。
拙
稿
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
不
法
行

為
論
―
―
厳
格
責
任
の
道
徳
的
基
礎
―
―
」『
法
政
論
争
』
第
二
五
〇
号
（
二
〇
一
三
年
）
三
八
〇
�

三
頁
。
消
極
的
正
義
の
普
遍
性
を
ス
ミ
ス
の
歴
史
学

と
共
感
理
論
か
ら
切
り
離
し
て
、
人
間
が
残
虐
性
に
対
し
て
本
能
的
に
感
じ
る
嫌
悪
感
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
議
論
も
あ
る
。F.Form

an-B
arzilai,

supra
note

17,
p.219.

（
や
ま
も
と
・
よ
う
い
ち

法
学
部
教
授
）
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